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2市報やまぐち　2024年（令和6年）1月合併号3 市報やまぐち　2024年（令和6年）1月合併号3

山口市長　伊藤 和貴山口市長　伊藤 和貴

　令和６年の年頭にあたり市議会を代表いたしまして、謹んで新春のお喜び　令和６年の年頭にあたり市議会を代表いたしまして、謹んで新春のお喜び
を申し上げます。を申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の位置付けが５類感染症に移行され、　昨年は、新型コロナウイルス感染症の位置付けが５類感染症に移行され、
人の移動や経済活動が急速に活発化し、地域の運動会や祭りが４年ぶりに開人の移動や経済活動が急速に活発化し、地域の運動会や祭りが４年ぶりに開
催されるなど、市内に活気が戻りつつあることを実感した１年でした。催されるなど、市内に活気が戻りつつあることを実感した１年でした。
　本市では、第二次山口市総合計画後期基本計画の推進の方向性である「ずっ　本市では、第二次山口市総合計画後期基本計画の推進の方向性である「ずっ
と元気な山口」の実現に向け、農山村と都市が共存共栄するまちづくり、今と元気な山口」の実現に向け、農山村と都市が共存共栄するまちづくり、今
の市民生活を豊かにし安心して元気に暮らせるまちづくり、未来に向けたチャの市民生活を豊かにし安心して元気に暮らせるまちづくり、未来に向けたチャ
レンジを支えるまちづくりの３つの視点に加え、人材育成、デジタル技術のレンジを支えるまちづくりの３つの視点に加え、人材育成、デジタル技術の
活用、地域脱炭素の推進という新たな時代の流れを踏まえた取り組みを一体活用、地域脱炭素の推進という新たな時代の流れを踏まえた取り組みを一体
的に進め、持続可能な未来都市づくりに鋭意取り組んでいます。的に進め、持続可能な未来都市づくりに鋭意取り組んでいます。
　また、本市議会では、昨年３月に会議規則を改正し、出産、育児、看護、　また、本市議会では、昨年３月に会議規則を改正し、出産、育児、看護、
介護等により、定例会の会期を通じて会議を欠席した場合においても議員活介護等により、定例会の会期を通じて会議を欠席した場合においても議員活
動ができるよう、文書質問制度を新たに導入し、議員活動と家庭生活の両立動ができるよう、文書質問制度を新たに導入し、議員活動と家庭生活の両立
に向けた環境づくりを推進するとともに、市民の皆様の御意見をより一層市に向けた環境づくりを推進するとともに、市民の皆様の御意見をより一層市
政に反映することのできる環境を整えているところでございます。政に反映することのできる環境を整えているところでございます。
　今後とも、多様化、複雑化する地域課題解決のため、開かれた議会運営、　今後とも、多様化、複雑化する地域課題解決のため、開かれた議会運営、
健全で活力ある地方議会の実現を目指し、議員一同、鋭意努力してまいる所健全で活力ある地方議会の実現を目指し、議員一同、鋭意努力してまいる所
存でございますので、さらなる御理解と御協力をお願い申し上げます。存でございますので、さらなる御理解と御協力をお願い申し上げます。
　結びに、新しい年が市民の皆様にとりまして、健やかで幸多き一年となり　結びに、新しい年が市民の皆様にとりまして、健やかで幸多き一年となり
ますことを心から祈念申し上げまして、新年の御挨拶といたします。ますことを心から祈念申し上げまして、新年の御挨拶といたします。

　清々しい新春を迎え、謹んで新年のお喜びを申し上げます。　清々しい新春を迎え、謹んで新年のお喜びを申し上げます。
　さて、昨年は、第二次山口市総合計画後期基本計画のスタートの年として、　さて、昨年は、第二次山口市総合計画後期基本計画のスタートの年として、

「ずっと元気な山口」の実現に向けた取り組みを着実に進めました。「ずっと元気な山口」の実現に向けた取り組みを着実に進めました。
　このような中で迎える本年を、「ずっと安心　元気山口」の年と位置付け、　このような中で迎える本年を、「ずっと安心　元気山口」の年と位置付け、
今も、未来も安心して暮らせる元気な山口市の実現に向けたまちづくりを進今も、未来も安心して暮らせる元気な山口市の実現に向けたまちづくりを進
めてまいります。めてまいります。
　まずは、物価高騰等の影響から市民生活と地域経済を守るため、きめ細や　まずは、物価高騰等の影響から市民生活と地域経済を守るため、きめ細や
かな支援を行うとともに、災害に強いまちづくりを力強く進めてまいります。かな支援を行うとともに、災害に強いまちづくりを力強く進めてまいります。
　その上で、「農山村と都市が共存共栄するまちづくり」として、まず、人口　その上で、「農山村と都市が共存共栄するまちづくり」として、まず、人口
減少が進む農山村エリアの活性化に向けて、農林水産業の振興や移住・定住減少が進む農山村エリアの活性化に向けて、農林水産業の振興や移住・定住
の促進、道の駅の移転整備などの取り組みを進めてまいります。の促進、道の駅の移転整備などの取り組みを進めてまいります。
　また、小郡都市核では、KDDI 維新ホール等を活用した交流人口拡大に向　また、小郡都市核では、KDDI 維新ホール等を活用した交流人口拡大に向
けた取り組みを進め、山口都市核では、新本庁舎整備や中心商店街の活性化けた取り組みを進め、山口都市核では、新本庁舎整備や中心商店街の活性化
に向けた取り組み、湯田温泉パークの整備などを着実に進めてまいります。に向けた取り組み、湯田温泉パークの整備などを着実に進めてまいります。
　さらに、子育て世代からさらに選ばれるまちに向けた環境づくりを始め、　さらに、子育て世代からさらに選ばれるまちに向けた環境づくりを始め、
あらゆる分野で安心して元気に暮らせるまちづくりを進めてまいります。あらゆる分野で安心して元気に暮らせるまちづくりを進めてまいります。
　あわせて、市民や地域、企業の皆様などの未来に向けたチャレンジを、「人　あわせて、市民や地域、企業の皆様などの未来に向けたチャレンジを、「人
材育成」や「デジタル技術の活用」、「地域脱炭素の推進」の３つの取り組み材育成」や「デジタル技術の活用」、「地域脱炭素の推進」の３つの取り組み
の推進により支えてまいります。の推進により支えてまいります。
　本年が市民の皆様にとりまして、健やかで実り多い一年となりますことを　本年が市民の皆様にとりまして、健やかで実り多い一年となりますことを
心からお祈り申し上げまして、新年の御挨拶といたします。心からお祈り申し上げまして、新年の御挨拶といたします。

鴻ノ峰から見た日の出鴻ノ峰から見た日の出
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山口市議会議長　山口市議会議長　
入江 幸江入江 幸江
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新
年
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昨
年
11
月
24
日
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に

山
口
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
令
和
4
年
6
月
の
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ

り
、
令
和
6
年
度
か
ら
市
町
村
に
お
い
て
、

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
努
力
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
「
子
ど
も
・
子
育
て
全
力
応
援
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
本
市
は
、
改
正

児
童
福
祉
法
の
施
行
に
先
駆
け
て
、
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
子
育
て
中
の
方
が

地
域
で
交
流
・
相
談
が
で
き
る
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
施
設
を
市
内
に
26
カ
所
開
設
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中

で
、
時
に
は
「
こ
ん
な
時
に
ど
こ
に
相
談
し

た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
声
を

お
聴
き
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
妊
娠
届
や
母
子
健
康
手
帳
の
交

付
、
幼
児
健
診
な
ど
で
子
育
て
世
代
の
方
に

な
じ
み
が
あ
る
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
、
分

か
り
や
す
い
相
談
窓
口
と
し
て
、
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
の
全
て

の
お
困
り
ご
と
や
不
安
に
対
し
て
、
安
心
し

て
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
窓
口
を
一
元
化
し

ま
し
た
。
相
談
先
に
迷
っ
た
と
き
や
相
談
先

が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（市保健センター内）

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
開
所

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
の

総
合
相
談
窓
口

オープニングイベントオープニングイベント
　開所式の日には、赤ちゃんのハイハイレースやフォト撮影会を行い、多くの子育て中の皆さんにお越しいた
だきました。また、子育て相談会では、専門の相談員が相談者のお困りごとなどを伺いました。
　今後も皆さんに気軽に足を運んでいただけるよう、親子で楽しく参加できる講座等を企画します。

　
ま
た
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相

談
支
援
を
行
う
ほ
か
、
地
域
子
育
て
相
談
機

関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
と

連
携
・
協
働
す
る
こ
と
で
支
援
体
制
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
本
市
の
「
子

育
て
支
援
の
拠
点
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
の
施
設
内
の
様
子
や
、
利
用

さ
れ
た
方
の
声
、
今
後
の
具
体
的
な
支
援
と

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◀やまぐち親子♥子育て
アプリ

「やまここ by 母子モ」

◀山口市子育て保健課
公式インスタグラム

◀山口市子育て応援
サイト

CHECK!

子
ど
も
・
子
育
て

子
ど
も
・
子
育
て

　
　
全
力
応
援
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
全
力
応
援
の
ま
ち
づ
く
り

特集

①

②
③

④
⑤

施設紹介施設紹介

こども家庭センター平面図
（保健センター１Ｆ）

対象者や内容に応じた相談に対応できるよう、相談室
を以前の４部屋から７部屋に増やしました。プライバ
シーに配慮した相談室もありますので、妊娠、出産、
子育てに関するさまざまなお悩みをご相談ください。

②
さまざまな相談にワンストップで対応する受付カウン
ターを新設しました。センター内は、明るく、やわら
かな色調で統一しています。来所されたら、まず、こ
ちらの受付カウンターへお越しください。

①

おもちゃ付きの相談室では、子どもを遊ばせながら
相談することができます。小さなお子さんと一緒に
安心して来所していただけます。

③
落ち着いてゆっくりと授乳やおむつ替え等ができる
完全個室のベビーケアルーム「mamaro（ママロ）」。
ママだけでなくパパもご利用いただけます。

④

子育てに関する情報を
デジタルサイネージで
お知らせしています。⑤
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◀◀◀次のページでは、こども家庭センターを利用された方の声を紹介します。

　

山
口
市
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
た
く
さ
ん
の
親
子

の
笑
い
声
や
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
し
て
１
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
時
の
面
談
や
各
種
相

談
、
育
児
講
座
の
参
加
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
相
談
ス
ペ
ー
ス
も
、
妊
婦

さ
ん
や
お
子
さ
ん
連
れ
の
ご
家
庭
に
好
評
で

す
。「
体
重
の
増
え
が
気
に
な
っ
て
…
」「
上
の

子
の
赤
ち
ゃ
ん
返
り
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
…
」

「
職
場
復
帰
を
考
え
て
、
保
育
園
の
相
談
も
早

め
に
し
て
お
き
た
い
」
な
ど
、
一
度
の
来
所

で
複
数
の
相
談
を
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
い
た
だ
け
れ
ば
、
全
て
の
相
談
に
対
し
、

そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
相
談
員
が
、
一
つ
一
つ
丁

寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
併
せ
て
、
イ
ベ
ン

ト
開
催
の
ご
案
内
等
さ
ま
ざ
ま
な
お
役
立
ち

情
報
を
子
育
て
応
援
サ
イ
ト
や
「
や
ま
こ
こ

by　
母
子
モ
」、
子
育
て
保
健
課
公
式
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
で
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
引
き
続
き
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
、

子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

こ
ど
も
子
育
て
全
力
応
援
！こども家庭センターの職員一同

皆さんを全力でサポートします。

って、どんなところ?
教えて

何でも
相談
できる！

【妊娠中】
母子健康手帳や妊婦健康診査受診票を交付する
だけでなく、出産や子育てをイメージしながら安
心して妊娠期を過ごせるよう、保健師等による面
談の機会を設けています。妊娠中に受けられる講
座や、産後ケア事業のご案内などもしています。

山口市こども家庭センターでは、安心して妊娠・出産・子育てができるよう、さまざまなお悩み
や心配事について、保健師、助産師、社会福祉士、管理栄養士、保育士などの専門の相談員が全
力でサポートします。

【出産後】
生後 4 カ月までの赤ちゃんがいる家庭を訪問
し、子育ての不安や悩みをお聞きして、情報提
供を行っています。定期的に育児相談会を開催
し、赤ちゃんの身体計測や専門の相談員による
相談会も実施しています。

来所による相談のほか、電話や家庭訪問、子育て
オンライン相談も行っています。
オンライン相談については、右の二次元
コードをご参照ください。
        
問 山口市こども家庭センター
　 ☎ 083-921-7085　　　083-925-2214
　     kosodate@city.yamaguchi.lg.jp

Qこども家庭センターを
知ったきっかけは？
　子育て保健課のインス
タグラムでこども家庭セ
ンターのオープニングイ
ベントがあることを知り
ました。イベントの申し
込みは、子育て支援アプ
リ「母子モ」を使って簡
単にできました。

Q施設の印象は？
　保健センターの館内が、
以前よりきれいになって

いて、ベビーケアルームもおしゃれでした。子ども
を連れて来所しやすい雰囲気になっていました。

Ｑ子育て相談をしてみて、いかがでしたか？
　子どもの成長につれて見られる変化について、「ど
ういう意味なんだろう？」と、気になることがあっ
たのですが、専門の相談員の方に話を聞いてもらい、
安心することができました。授乳のコツなど、小さ
な疑問にもすぐに答えていただき、助かりました。

Ｑお気に入りのポイントを教えてください。
　どこに相談したらよいか、分からないことも気軽
にセンターに来て、話を聞いてもらえるのがいいで
すね。イベントなどがあれば、ずっと赤ちゃんと家
で二人きりにならずに外出するきっかけにもなるの
で、友達にも勧めてみたいと思います。

利用者の声利用者の声

山
やまもと

本　大
だいき

樹さん・未
み く

来さん
　　　　　　　　蒼

あ お

大くん

ワンストップ！

八
やえがき

重垣　百
ゆ り こ

合子さん
　　　　　蒼

そう

汰
た

くん

話を聞いてもらえて安心
Qこども家庭センター
を利用した感想は？
　いろいろな相談を一
カ所でできるというの
はメリットですね。小
さな子どもを連れてい
ろいろな所に、それぞ
れ別の時間帯に行くこ
とが難しいので、あり
がたいです。

Ｑ子育て相談をしてみ
て、いかがでしたか？
　初めての育児は分から

ないことが多くて、不安からインターネットで検索
をするのですが、検索結果が正しい情報なのかな？
と、さらに不安になってしまうことがあります。保
健師さんなどに相談することで、「これは大丈夫で
すよ。」という一言で不安を解消することができま
したし、安心することもできました。
　これからも定期的に利用したいと思っています。

Qお気に入りのポイントを教えてください。
　ベビーケアルームを実際に利用してみました。
部屋の中で、子どもと一緒にお菓子を食べたので
すが、個室になっていて、照明も暖かい色合いだっ
たので、親子で少しゆっくりすることができま
した。
　こんなベビーケアルームが県内や市内にもっと
増えればいいなと思いました。

問

一人で悩まず
相談を

もし、困ったことがあれば、一人で抱え込まず、
こども家庭センターへご相談ください。

【子育て中】
お子さんの健やかな成長を願って、離乳食講座
や病気の時のホームケアなど、さまざまな講座
を実施しています。お子さんの発達に関するこ
とや、養育に関すること、ひとり親家庭の相談
など、周囲に相談しにくいことも秘密は厳守し
ますのでお気軽にご相談ください。
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12
月
14
日
（
木
）、山
口
市
消
防
本
部
は
、

火
災
事
案
に
お
い
て
、
人
命
救
助
と
消
火

活
動
を
行
っ
た
3
人
に
対
し
、
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
の
は
、
有
限
会

社
勇
工
業
社
員
の
斉
藤
克
美
さ
ん
、
下
村

敏
和
さ
ん
、
船
戸
信
行
さ
ん
の
3
人
で
す
。

3
人
は
、
家
屋
の
解
体
工
事
の
作
業
中
に

隣
接
す
る
建
物
か
ら
白
煙
が
出
て
い
る
の

を
発
見
し
た
た
め
、
逃
げ
遅
れ
た
人
が

い
な
い
か
建
物
内
を
確
認
し
、
意
識
の

な
い
高
齢
男
性
を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
迅
速
に
屋
外
へ
救
出
す
る
と
と
も
に
、

１
１
９
番
通
報
と
消
火
活
動
を
行
い
、
初

期
消
火
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
酒
井
消
防
長
は
、「
皆
さ
ん
の
勇
気
あ
る

行
動
が
無
け
れ
ば
、
さ
ら
に
危
険
な
状
況

に
陥
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
深
く
感

謝
す
る
」
と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

消
防
本
部
消
防
総
務
課 

☎
０
８
３
‐

９
３
２
‐
２
６
０
０

Ｅ
Ｒ
Ｙ
お
よ
び
本
市
が
共
同
で
提
案
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
対
策
事
業
補
助
金
」
の
採
択
を
受

け
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
地
域
住
民
の

ド
ロ
ー
ン
等
へ
の
認
知
度
向
上
、
ド
ロ
ー

ン
の
飛
行
に
向
け
た
課
題
の
洗
い
出
し
を

目
的
と
し
て
、
小
学
校
間
の
交
流
、
急
送

品
の
輸
送
と
置
き
配
、
移
動
販
売
車
へ
の

商
品
補
充
を
想
定
し
た
3
コ
ー
ス
で
実
証

飛
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
実
証
飛
行
の
様
子
を
視
察
し
た
市
長
は

「
最
先
端
の
技
術
を
使
っ
た
一
つ
の
試
み
が

阿
東
地
域
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
と
て
も
う
れ

し
く
思
う
。
実
用
化
を
考
え
、
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

阿
東
総
合
支
所
地
域
振
興
課
☎

０
８
３
‐
９
５
６
‐
０
１
１
７

　
11
月
15
日
（
水
）、
三
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
株
式
会
社
と
本
市
が
、
県
の
立
ち
会

い
の
も
と
、
進
出
協
定
の
調
印
式
を
行
い

ま
し
た
。
同
社
は
、
令
和
5
年
1
月
に
分

譲
を
開
始
し
た
鋳
銭
司
第
二
団
地
へ
の
進

出
企
業
第
1
号
と
な
り
ま
す
。

　

三
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
の

森
脇
喜
美
代
代
表
取
締
役
は
「
西
日
本
を
中

心
に
事
業
を
展
開
す
る
中
で
、
本
社
か
ら
近

い
こ
と
や
交
通
の
利
便
性
の
良
さ
な
ど
か
ら

山
口
市
へ
の
進
出
を
決
め
た
。
地
域
の
発
展

に
も
貢
献
で
き
る
よ
う
事
業
展
開
を
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
社
は
広
島
県
広
島
市
に
本
社
を
置
き
、

電
子
部
品
の
卸
販
売
、
制
御
機
器
や
制
御

盤
の
製
造
・
販
売
を
主
要
事
業
と
す
る
傘

下
企
業
6
社
の
経
営
指
導
、
経
理
事
務
、

総
務
管
理
事
務
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
西
日
本
、
九
州
で
の
事
業
を

強
化
し
、
販
路
を
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
傘
下
企
業
の
う
ち
3
社
の
工
場
・
営

業
所
を
新
た
に
建
設
さ
れ
ま
す
。

　
新
事
業
所
は
、
令
和
7
年
3
月
に
操
業

予
定
で
、
従
業
員
の
積
極
的
な
地
元
採
用

を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

産
業
立
地
推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
８
１
３

2
点
を
選
定
し
ま
し
た
。

　
表
彰
に
あ
た
り
、
市
自
治
会
連
合
会
の

吉
村
会
長
は
「
皆
さ
ん
の
作
品
に
は
、
ふ

る
さ
と
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
や
感
謝
が

込
め
ら
れ
て
お
り
、
と
て
も
う
れ
し
く
感

じ
ま
し
た
」
と
講
評
さ
れ
ま
し
た
。

協
働
推
進
課 

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
９
６
６

　
阿
東
地
域
は
、
本
市
の
4
分
の
1
以
上

の
面
積
を
占
め
る
広
い
地
域
で
、
住
民
の

自
由
な
移
動
や
、
必
要
な
物
資
の
配
送
な

ど
を
ど
の
よ
う
に
維
持
・
確
保
し
て
い
く

か
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
11
月
14
日
（
火
）、
買

い
物
に
お
け
る
課
題
へ
の
対
応
策
と
し

て
、
ド
ロ
ー
ン
配
送
を
想
定
し
た
実
証
実

験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
実
証
実
験
は
、

地
域
内
の
物
流
を
検
討
す
る
一
環
と
し

て
、
セ
イ
ノ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社
、
株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｖ

ド
開
発
（
従
来
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
担
っ
て

い
た
工
程
を
自
動
化
し
、
少
な
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
コ
ー
ド
で
行
う
シ
ス
テ
ム
開
発
）
事

業
を
立
ち
上
げ
、
さ
ら
な
る
事
業
展
開
を

目
指
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
び
の
増

設
に
伴
い
、
令
和
8
年
ま
で
に
地
元
を
中

心
に
30
人
程
度
の
新
規
採
用
を
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

産
業
立
地
推
進
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
８
１
３

　
現
在
建
設
を
進
め
て
い
る
新
本
庁
舎
棟

は
、
大
地
震
が
発
生
し
た
際
に
も
防
災
拠
点

施
設
と
し
て
業
務
を
継
続
す
る
た
め
柱
頭
免

震
構
造
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
免
震
技
術
に

つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
11
月
11
日
（
土
）、
新
本
庁
舎

棟
建
設
地
（
中
央
駐
車
場
跡
地
）
で
、
現
場

見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

見
学
会
に
は
約
２
０
０
人
が
参
加
し
、

現
場
見
学
の
ほ
か
、
着
工
後
か
ら
現
在
ま

で
の
施
工
状
況
や
免
震
構
造
・
免
震
装
置

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
会
場

に
は
、
地
震
の
揺
れ
を
体
験
で
き
る
「
免

震
体
験
車
」
を
用
意
し
、
震
度
7
相
当
の

地
震
時
の
揺
れ
が
、
免
震
装
置
の
有
無
で

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
を
体
験
し
て

新
本
庁
舎
棟
建
設
工
事
の

現
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
11
月
8
日
（
水
）、
株
式
会
社
フ
ォ
リ
ウ

ム
と
本
市
が
、
県
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
事

業
所
増
設
協
定
の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
フ
ォ
リ
ウ
ム
の
三
好
浩
和
代

表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
地
域
で
活
躍
し
た

い
人
た
ち
が
将
来
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
、

生
活
を
豊
か
に
で
き
る
よ
う
、
事
業
を
通

し
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
。
新
し
い
仕
事
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
で
地
域
に
貢
献
で
き

れ
ば
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
東
京
都
港
区
に
本
社
を
置
き
、

八
戸
市
と
本
市
小
郡
の
2
カ
所
の
事
業
所

を
拠
点
に
、
全
国
の
企
業
を
対
象
と
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
業
務
等
の
Ｂ

Ｐ
Ｏ
（
企
業
運
営
上
の
業
務
を
外
部
に
移

管
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
）
受
託
事
業

を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、ロ
ー
コ
ー

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
本
庁
舎
棟
建
設
工
事
は
令
和
6
年
度

末
ま
で
行
わ
れ
る
予
定
で
、
令
和
7
年
度

に
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

本
庁
舎
整
備
推
進
室
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
４
１
５
１

　　
11
月
12
日（
日
）、山
口
市
民
会
館
で「
わ

た
し
た
ち
の
ま
ち
の
地
域
活
動
」
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
地
域
活
動
へ
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
や
郷
土
愛
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
自
治
会

連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
今
年
度
初
め
て

開
催
し
ま
し
た
。「
わ
た
し
の
身
近
な
地

域
活
動
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
応
募
総
数

３
２
３
点
か
ら
、小
学
校
低
学
年
、中
学
年
、

高
学
年
、
中
学
生
の
4
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
、

最
優
秀
賞
1
点
、
優
秀
賞
1
点
、
特
別
賞

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS

阿
東
地
域
で
ド
ロ
ー
ン
配
送
の

実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た

株
式
会
社
フ
ォ
リ
ウ
ム
事
業
所

増
設
協
定
調
印
式
を
行
い
ま
し
た

▲左から、市長、山口県産業労
働部縄田企業立地統括監、株
式会社フォリウム三好代表取
締役 CEO

問   問   

問   問   

問   問   

三
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

の
進
出
協
定
調
印
式
を
行
い
ま
し
た

問   問   「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
地
域
活
動
」

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
開
催

▲免震体験車で免震装置の有無
による揺れの違いを体験する
様子

▲右から、NEXT DELIVERY 企画グルー
プ近藤グループ責任者、市長、ほほえみ
の郷トイトイ高田事務局長、セイノーＨ
Ｄ新スマート物流推進ＰＪ和田マネー
ジャー、ＫＤＤＩスマートドローンソ
リューションビジネス推進 2 部森嶋部長

▲左から、市長、山口県産業労
働部縄田企業立地統括監、三光
ホールディングス株式会社森脇
代表取締役

▲入賞者の皆さんと市長（後
列中央左）、吉村会長（後列
中央右） 

問   問   

問   問   

人
命
救
助
を
行
っ
た
方
々
へ

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た▲左から、斉藤克美さん、下

村敏和さん、山根勇二さん
さん（船戸さんは欠席のた
め、勇工業代表の山根勇二
さんが代理出席）

「
よ
い
し
ょ
！
よ
い
し
ょ
！
」

　　
表
紙
の
写
真
は
、
昨
年
12
月
上
旬
に
小

鯖
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
餅

つ
き
体
験
」で
の
一
コ
マ
で
す
。
こ
の
日
、

小
鯖
地
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
や
保

護
者
の
方
々
と
一
緒
に
、
10
人
の
子
ど
も

た
ち
が
餅
つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
よ
い

し
ょ
！
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
、
交
代
で

き
ね
を
振
る
い
ま
し
た
。
き
ね
を
持
ち
上

げ
て
一
生
懸
命
お
餅
を
つ
く
姿
か
ら
は
、 

大
人
顔
負
け
の
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
つ
き
あ
が
っ
た
お
餅
は
小
さ
く
丸
め
、

醤
油
や
き
な
粉
を
た
っ
ぷ
り
付
け
て
い
た

だ
き
ま
す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
大
人

も
子
ど
も
も
、
つ
き
た
て
の
お
餅
を
お
い

し
そ
う
に
頬
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
餅
つ
き
を
楽
し
ん
だ
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
る
思
い
出
と
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
健
や
か

に
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
５
３

子どもたちは、地域の方々と
一緒にお餅を丸めながら、柔
らかくて温かいお餅独特の感
触を味わっていました。

問 表
紙
の
写
真
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エネルギー・食料品等の物価高騰の影響を特に受けている世帯に対する生活支援として、令和５年度
住民税非課税世帯に対し、物価高騰対応重点支援給付金（以下「給付金」）を支給します。

対象者 申請手続き

世帯全員の令和５年度分の
住民税が非課税である世帯
※ 令 和 5 年 12 月 1 日　

時点における

①令和 5 年度の物価高騰対策に係る給付金（1 世帯当たり 3 万円）を
山口市から口座振込により支給された方…申請は不要です。

　振り込みの案内文を1月中旬に発送する予定です（支給は1月末日予定）。
②①以外の方…1 月中旬以降に発送予定の「確認書」に必要事項を記

入の上、返信用封筒にて 4 月 30 日（火）までに返信してください。
（支給は随時）

■支給額　1 世帯当たり 7 万円
※受給者は対象者が属する世帯主となります。
※住民税が課税されている方の扶養親族等のみからなる世帯は対象となりません。

■物価高騰対応重点支援給付金 給付金コールセンター☎ 083-902-3100問問

「デフレ完全脱却のための総合経済対策」重点支援地方交付金等「デフレ完全脱却のための総合経済対策」重点支援地方交付金等

山口市経済対策  第 16 弾 物価高騰の影響を特に受けている
市民や事業者の皆さんへの支援を
実施します。

食料費等の物価高騰の影響が大きい子育て世帯の家計を応援するため、本市独自の取り組みとして市
内で利用できる商品券を配布します。
■配布物　子ども１人当たり１万円分の商品券（1,000 円券× 10 枚）
■対象　高校生以下（18 歳以下）の子どものいる世帯　※令和 5 年 11 月 1 日（以下「基準日」という）時点
■申請先　こども未来課
■使用可能な店舗　市ウェブサイトに掲載
■使用期限　令和 6 年 3 月 31 日（日）まで
※申請書や必要書類の詳細は、市ウェブサイトをご覧いただくか、こども未来課へお問い合わせください。

■子育て世帯家計応援事業（商品券の配布） こども未来課☎ 083-934-2797問問

対象者 申請手続き
①基準日時点で、山口市の住民基本台帳に記載さ

れている高校生以下の子ども（平成 17 年 4 月
2 日～令和 5 年 11 月 1 日に出生した子ども（婚
姻している者を除く）。以下「対象児童」という。）
の属する世帯の世帯主（または養育者）

申請は不要です。
・1 月 16 日（火）以降に商品券を発送します。
・対象者には、令和 5 年 12 月 20 日（水）に通知文

書を発送しました。

②基準日時点で、対象児童の属する世帯の世帯主で
はなかったが、基準日の翌日～令和 6 年 1 月 31
日に対象児童の父母が離婚したこと等により対象
児童の属する世帯の世帯主となった者で、山口市
の住民基本台帳に記載されている者

※元配偶者から当該商品券を受け取っていた場合や、
対象児童のために元配偶者が当該商品券を費消して
いた場合を除く。

申請が必要です。
・2 月 1 日（木）～ 29 日（木）に、次の書類を提出
してください。
①「子育て世帯家計応援事業申請書」（市ウェブサイ
ト掲載）
②申請者の本人確認書類（運転免許証、健康保険証、
マイナンバーカード（表面）等の写し（コピー）など）
③令和 5 年 11 月 2 日（木）～令和 6 年 1 月 31 日（水）
に対象児童の属する世帯の世帯主となった事由が分か
る書類（戸籍謄本等、詳細は市ウェブサイトに掲載）
・審査後随時、商品券を発送します。

　これらの支援は、詳細が決まり次第、市ウェブサイトや市報等でお知らせします。
　支援の概要は、市ウェブサイト「経済対策第 16 弾」（右の二次元コード）をご覧ください。
　

■住宅リフォーム工事への支援（安心快適住まいる助成事業）
■中小企業等の省エネ機器等導入への支援
■化学肥料からの転換に向けた農業用施設整備等への支援

経済対策第 16 弾

▼ 

山
口
（
〒
７
５
３
‐
８
６
５
０ 

亀
山
町
２
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
４
１
１
１　
　
　
　
▼ 

阿
知
須
（
〒
７
５
４
‐
１
２
９
２ 

阿
知
須
２
７
４
３
）
☎
０
８
３
６
‐
６
５
‐
４
１
１
１

▼ 

小
郡
（
〒
７
５
４
‐
８
５
１
１ 

小
郡
下
郷
６
０
９
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
２
４
１
１　
▼ 

徳
地
（
〒
７
４
７
‐
０
２
９
２ 

徳
地
堀
１
５
６
１
‐
１
）
☎
０
８
３
５
‐
５
２
‐
１
１
１
１　

▼ 

秋
穂
（
〒
７
５
４
‐
１
１
９
２ 

秋
穂
東
６
５
７
０
）
☎
０
８
３
‐
９
８
４
‐
２
１
２
１　
　
　
▼ 

阿
東
（
〒
７
５
９
‐
１
５
１
２ 

阿
東
徳
佐
中
３
４
１
７
‐
２
）
☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐
０
１
１
１

総合支所

お電話での問い合わせが困難な方は、お名前、FAX番号を明記の上、下記まで
ご連絡ください。担当へおつなぎします。広報広聴課　　083-934-2643

国民年金の保険料は、2 年分、１年分、または半年分を、まと
めて４月（半年分の場合、10 月～３月分は 10 月）に前納する
ことができます。前納すると、保険料が割り引きされる上、毎
月保険料を納付する手間が省け、保険料の納め忘れの心配もあ
りません。また、口座振替で前納されるとさらにお得です。
口座振替での前納、クレジットカード納付を希望する方は、2
月末までにお申し込みください。なお、現金（納付書）で 2 年
前納を希望される方は、申し出が必要です。

【口座振替納付の申し込み】
■持参品　基礎年金番号が分かるもの、金融機関への届出印、口座

番号が分かるもの
■前納の引落日　４月末日（金融機関の休業日の場合は翌営業日）

【クレジットカード納付の申し込み】
■持参品　基礎年金番号が分かるもの、クレジットカード（カー

ド名義人の署名が必要）
■前納立替納付日　４月末日（金融機関の休業日の場合は翌営業日）

※令和 6 年度の割引額は、3 月以降にお問い合わせください。

【令和 5 年度に前納した場合の割引額（参考）】

ご存じですか？
国民年金の前納制度

　　　保険年金課 ☎ 083-934-2801、各総合支所総合サービス課

納付方法
割引額

半年前納 1 年前納 2 年前納

口座振替納付 1,130 円 4,150 円 16,100 円
クレジット納付 　810 円 3,520 円 14,830 円

現金納付 　810 円 3,520 円 14,830 円

山口年金事務所☎ 083-922-5660（音声ガイダンス②→②）問問申申

暮
ら
し

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
受
付

　
確
定
申
告
に
合
わ
せ
、
総
合
支
所
や
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
申
告
受
付
を

行
い
ま
す
。
会
場
ご
と
に
受
付
日
や
受
付

時
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
日
程
や
必
要

書
類
等
の
詳
細
は
、
市
報
１
月
合
併
号
と

同
時
配
布
の
「
市
民
税
・
県
民
税
申
告
受

付
に
つ
い
て
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
問問 

市
民
税
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
３
５

山
口
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
で
利
用

で
き
る
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
は
、
ご
自
宅
等
で
申

告
書
作
成
か
ら
提
出
ま
で
行
う
こ
と
が
可

能
で
す
。
所
得
税
の
申
告
書
作
成
や
税
務

相
談
等
は
、国
税
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
や
「
確
定

申
告
特
集
サ
イ
ト
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
確
定
申
告
会
場
で
は
、
ご
自
身
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
申
告
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
（
数
字
４
桁
）

と
署
名
用
電
子
証
明
書
（
英
数
字
６
文
字

以
上
16
文
字
以
下
）
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
準

備
の
上
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

▼
期
間
・

場
所 

２
月
16
日（
金
）～
３
月
15
日（
金
）…

中
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル・
Ｎ
ａ
ｃ（
中

市
町
３
‐
13
） 

問問 

山
口
税
務
署
☎

０
８
３
‐
９
２
２
‐
１
３
４
０ 

※
音
声
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
従
い
番
号
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。
／ 

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
作
成
コ
ー
ナ
ー

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
☎
０
５
７
０
‐
０
１
‐

５
９
０
１

令
和
５
年
分
保
険
料
納
付
額

証
明
書
を
郵
送
し
ま
す

　
昨
年
に
納
付
さ
れ
た
「
介
護
保
険
料
」、

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
」
の
納
付
額

証
明
書
を
１
月
22
日
（
月
）
に
発
送
し
ま

す
。
所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
申
告
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
※
地
域
に
よ
っ
て
は
配

達
に
１
週
間
程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
※
「
国
民
健
康
保
険
料
」
の
納
付
額

証
明
書
は
、
昨
年
10
月
に
郵
送
し
て
い
ま

す
が
、
９
月
４
日
（
月
）
以
降
に
加
入
届

を
提
出
さ
れ
た
世
帯
に
は
、
証
明
書
を
郵

送
し
て
い
ま
せ
ん
。
必
要
な
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

問問 

収
納
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
３
９

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る

受
付
窓
口
を
増
設
し
ま
す

　

次
の
窓
口
で
、
住
民
異
動
等
に
伴
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
券
面
更
新
や

電
子
証
明
書
の
発
行
・
更
新
、
暗
証
番

号
の
再
設
定
な
ど
が
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

▼
受
付
場
所 

宮
野
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
、
吉
敷
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
、
大
歳
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
嘉

川
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
持
参
品 

マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
暗
証
番
号
、
運
転

免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
の
本
人
確

認
書
類 

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

※
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

※
混
雑
時
な
ど

は
、
受
付
に
お
時
間
を
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

問問 

市
民
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
７
１

小
郡
総
合
支
所
に

行
政
キ
オ
ス
ク
端
末
を
導
入

　
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な

ど
を
取
得
で
き
る
証
明
書
自
動
交
付
機

（
行
政
キ
オ
ス
ク
端
末
）
を
、
小
郡
総
合
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介護保険利用者の医療費控除介護保険利用者の医療費控除

　 介護保険課 ☎ 083-934-2795、 小郡保健福祉センター内介

護保険課、 各総合支所総合サービス課 （秋穂、 阿知須、

徳地、 阿東）

※医療費控除については、 国税相談専用ダイヤル☎ 0570-

00-5901 （音声ガイダンスに従い番号を選択してください。）

または、 市民税課 ☎ 083-934-2735

所得税の確定申告または市・県民税申告で、医療費控除の
対象となる場合があります。
介護サービス費の医療費控除

介護保険サービス利用の自己負担額が、医療費控除の対象と
なる場合があります。支払額から高額介護サービス費等の
保険で補填される金額を差し引いた金額が対象となります。
●医療費控除を受けるためにご準備いただくもの

申告用に作成された医療費控除の明細書（介護サービス
利用料領収書等に記載された医療費控除対象額を集計し
たもの）

おむつ代の医療費控除

介護保険の要介護認定を受けている方が、おむつを必要と判
断された場合には、おむつ代が医療費控除の対象となります。
●医療費控除を受けるためにご準備いただくもの

・申告用に作成された医療費控除の明細書（おむつ代の金
額を集計したもの）

・医師が発行する証明書（おむつ使用証明書）
※２年目以降で要件に該当する方は、市で証明書を発行す

ることができます。詳細は、お問い合わせください。
問

支
所
に
導
入
し
ま
し
た
。
窓
口
よ
り
も
低

い
手
数
料
で
、
お
得
に
証
明
書
を
発
行
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

▼

利
用
で
き
る
方 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
「
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
」
が
有

効
な
15
歳
以
上
の
方 

※
Ｄ
Ｖ
支
援
措
置

対
象
者
の
方
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。 

※

転
出
届
を
提
出
さ
れ
た
転
出
予
定
者
と
そ

の
同
一
世
帯
の
方
は
、
転
出
予
定
者
の
転

出
が
確
定
す
る
か
、
転
出
予
定
日
を
過
ぎ

る
ま
で
は
、
一
部
証
明
書
が
発
行
で
き
ま

せ
ん
。 

▼
取
得
で
き
る
証
明
書
と
手
数
料 

住
民
票
の
写
し
（
現
在
の
も
の
）
…

１
０
０
円
、
印
鑑
登
録
証
明
書
…
１
０
０

円
、
戸
籍
（
全
部
・
個
人
事
項
）
証
明

書
…
３
０
０
円
、戸
籍
の
附
票
の
写
し（
現

在
の
戸
籍
分
）
…
１
０
０
円
、
所
得
・
課

税
証
明
書
（
最
新
年
度
）
…
１
０
０
円 

※
取
得
で
き
る
条
件
等
に
つ
い
て
、
詳
細

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
）
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

問問 

市
民
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
２
７

中
原
中
也
記
念
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

改
修
工
事
を
行
う
た
め
、
１
月
29
日

（
月
）
～
２
月
１
日
（
木
）
の
間
、
休
館

し
ま
す
。 

問問 

中
原
中
也
記
念
館
☎

０
８
３
‐
９
３
２
‐
６
４
３
０

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
時
に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
で
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら

の
緊
急
情
報
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お

伝
え
す
る
た
め
、
市
内
で
緊
急
情
報
伝

達
手
段
の
試
験
を
行
い
ま
す
。 

▼
日
時 

２
月
９
日
（
金
）
11
時 

▼
伝
達
方
法 

①

防
災
行
政
無
線
…
電
子
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

「
３
秒
吹
鳴
後
２
秒
休
み
×
４
回
」、「
音

声
放
送
」
／
②
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
（
山

口
・
小
郡
・
秋
穂
・
阿
知
須
地
域
）
…
モ
ー

タ
ー
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
「
３
秒
吹
鳴
後

２
秒
休
み
×
４
回
」
／
③
市
防
災
メ
ー

ル
、
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
市
ツ
イ
ッ
タ
ー
、

山
口
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
の
テ
ロ
ッ
プ

掲
載 
問問 

防
災
危
機
管
理
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
２
３

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

　

平
成
７
年
１
月
17
日
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
毎
年
１
月
17

日
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、

１
月
15
日
（
月
）
～
21
日
（
日
）
ま
で

が
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
期
間
中
、
防
災
に

関
連
し
た
展
示
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
自
主
的
な
防
災
活
動
に
つ
い

て
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
日
頃

の
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。 

【
防
災
展
示
】 

▼
期
間 

１

月
15
日
（
月
）
～
19
日
（
金
） 

▼
場
所 

山
口
総
合
支
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル 

▼
内

容 

防
災
グ
ッ
ズ
等
の
展
示 

問問 

防
災
危

機
管
理
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
２
３

タ
ク
シ
ー
の
配
車
が

ア
プ
リ
で
で
き
ま
す

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
手
軽
に
タ
ク

シ
ー
配
車
が
で
き
る
「
や
ま
ぐ
ち
Ｔ
Ａ

Ｘ
Ｉ
ア
プ
リ
」
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
１
月

15
日
（
月
）
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
簡

単
な
操
作
で
、
参
加
す
る
市
内
の
タ
ク

シ
ー
事
業
者
の
車
両
の
中
か
ら
、
近
く

の
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大

変
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

▼
利
用
方
法 

ア
プ
リ
を
、「
や
ま
ぐ
ち
Ｔ

Ａ
Ｘ
Ｉ
ア
プ
リ
」
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※
詳
細
は
、
同

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問問 

交
通
政
策
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
７
２
９

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
道
路
等
不
具
合
の

通
報
が
で
き
ま
す

　
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
利
用

し
て
、「
道
路
の
陥
没
・
ひ
び
割
れ
・
段
差
」

「
水
路
護
岸
の
崩
落
」「
ミ
ラ
ー
の
破
損
」

な
ど
の
市
道
の
異
常
箇
所
を
通
報
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
報
は
、
く
ら
し
の

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

情
報
メ
ニ
ュ
ー
の
「
道
路
・
公
園
破
損
の

通
報
」
か
ら
簡
単
な
操
作
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
※
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
は
、
下
の
二
次
元
コ
ー

ド
で
友
だ
ち
登
録
可
能
。 

問問 

道
路
河
川
管
理
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
８
３
５

県
立
山
口
図
書
館
の

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

　
県
立
山
口
図
書
館
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
学
び
の
充
実
を
図
る
た
め
、
約

４
６
０
０
冊
の
電
子
書
籍
が
無
料
で
利
用

で
き
る
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。 

▼
利
用
方
法 

県
立
山
口
図

書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
下
の

二
次
元
コ
ー
ド
）
内
の
「
利

用
者
ポ
ー
タ
ル
」
に
ロ
グ
イ
ン

す
る
こ
と
で
利
用
で
き
ま
す
。
※
県
立
山

口
図
書
館
の
利
用
登
録
（
利
用
カ
ー
ド
の

作
成
）
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定
（
初
回
の

み
）
が
必
要
で
す
。
※
県
立
山
口
図
書
館

の
利
用
登
録
は
、
県
立
山
口
図
書
館
の
窓

口
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

問問
申申

 

県
立
山
口
図
書
館

総
合
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
☎
０
８
３
‐

９
２
４
‐
２
１
１
４

山
口
市
建
国
記
念
の
日
奉
祝
大
会

▼
期
日 

２
月
11
日
（
日
） 【
日
の
丸
行
進
】

▼
時
間 

10
時 

▼
場
所 

亀
山
公
園
ふ
れ
あ

い
広
場
（
中
河
原
73
‐
１
）
出
発 

【
祝
賀

式
典
・
祝
い
餅
配
り
】 

▼
時
間  

11
時 

▼
場

所 

山
口
市
民
会
館 

問問 

山
口
市
建
国
記
念

各施設の指定管理者を下表のとおり指定しました。選定結果
等は市ウェブサイトに掲載しています。詳細は、各施設の担
当課にお問い合わせください。
■ 指定期間　
①令和 6 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日（2 年間）
②令和 6 年 4 月 1 日～令和 11 年 3 月 31 日（5 年間）

令和6年4月からの各施設の指定管理者 総務課 ☎ 083-934-2909問

スポーツ交流課　☎ 083-934-2875
山口市スポーツの森 株式会社多々良造園

②
やまぐちサッカー交流広場 NPO 法人八坂地区

むらづくり協議会
文化交流課　☎ 083-934-2717
山口情報芸術センター 公益財団法人

山口市文化振興財団
②中原中也記念館

十朋亭維新館 NPO 法人大路小路まち・
ひとづくりネットワーク

観光交流課　☎ 083-934-2810
湯田温泉観光回遊拠点施設 NPO 法人ゆだかつ ②

ふるさと産業振興課 ☎ 083-934-2809

山口ふるさと伝承総合センター NPO 法人山口
まちづくりセンター

②山口勤労者総合福祉センター 株式会社さんびる

産業交流スペース 株式会社ツクリエ
農業振興課　☎ 083-934-2815
山口市地域特産物
販売促進センター 有限会社仁保の郷 ②

農林整備課　☎ 083-934-2820
山口森林ふれあいセンター 山口県中央森林組合 ②

障がい福祉課　☎ 083-934-2794
山口市山口障害者福祉作業所 社会福祉法人

山口市社会福祉協議会 ②
山口市アカシア工房

徳地総合支所地域振興課　☎ 0835-52-1111
山口市島地温泉
ふれあいセンター

島地温泉ふれあいセン
ター運営協議会 ②

秋穂総合支所地域振興課　☎ 083-984-8021
道の駅あいお 秋穂産業振興協会 ①

徳地総合支所農林課　☎ 0835-52-1115
山口市徳地新規就農者
技術習得施設 公益社団法人

山口市徳地農業公社
②

山口市徳地新規就農者技術
習得施設（研修生専用住宅）
山口市徳地三谷交流センター 三谷地域づくり協議会
山口市徳地高齢者・若者
活性化センター

徳地ふるさと資源
活用協会

阿知須総合支所総合サービス課　☎ 0836-65-4114
山口市阿知須
健康福祉センター

社会福祉法人
山口市社会福祉協議会 ②

こども未来課　☎ 083-934-2756
山口市秋穂コミュニティ
センター

社会福祉法人
山口市社会福祉協議会

②

山口市放課後児童クラブ
なかよし第２学級

白石地区放課後児童
クラブ運営協議会

山口市放課後児童クラブ
やまびこ第２学級 やまびこ学級

運営協議会山口市放課後児童クラブ
やまびこ第３学級
山口市放課後児童クラブ
ひめやま第３学級

ひめやま学級
運営協議会

山口市放課後児童クラブ
さわやか第２学級

大歳地区放課後児童
クラブ運営協議会

山口市放課後児童クラブ
はちのこ第３学級 社会福祉法人向学会
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の
日
奉
祝
会
重
弘
さ
ん

０
９
０

‐
７
５
０
３
‐
７
１
９
６

m
aj

‐

shigehiro@
ac.auone-net.jp

大
内
文
化
特
定
地
域

活
性
化
事
業
補
助
金

　
大
内
氏
に
ま
つ
わ
る
史
跡
や
文
化
財
な

ど
が
多
く
残
る
大
殿
地
域
を
中
心
と
し
た

「
大
内
文
化
特
定
地
域
」
で
実
施
さ
れ
る
、

歴
史
資
源
等
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化

を
図
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
、
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
▼
対
象
事
業
期
間 

４
月
１

日
（
月
）
～
令
和
７
年
３
月
31
日
（
月
） 

▼
対
象 

市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る
民
間
団

体
・
個
人 

問問
申申

 

２
月
15
日
（
木
）
～
29

日
（
木・必
着
）
に
、来
所
ま
た
は
郵
送
で
、

所
定
の
様
式
に
よ
り
、
文
化
交
流
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
４
１
５
５ 

※
要
綱

は
、
１
月
10
日
（
水
）
～
２
月
29
日
（
木
）

に
同
課
で
配
布
の
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
も
入
手
可
。
な
お
、
補
助
金
の
内

容
等
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
の

奨
学
生
（
無
利
子
）
の
募
集

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な

方
を
対
象
と
し
て
、
奨
学
生
を
募
集
し
ま

す
。 

▼
対
象 

市
内
に
父
母
ま
た
は
こ
れ

に
代
わ
る
者
が
在
住
し
、
短
期
大
学
、
専

門
職
短
期
大
学
、
大
学
、
専
門
職
大
学
、

大
学
院
、
高
等
専
門
学
校
（
第
４
学
年
・

第
５
学
年
に
限
る
）
ま
た
は
専
修
学
校
の

専
門
課
程
に
在
学
す
る
方
ま
た
は
令
和
６

年
４
月
に
入
学
予
定
の
方
（
他
の
奨
学
金

の
貸
与
を
受
け
て
い
る
方
を
除
く
） 

▼
貸

与
額 

月
額
４
万
円
以
内
（
無
利
子
）
※
詳

細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

問問
申申

 

２

月
16
日
（
金
）
ま
で
に
、
持
参

ま
た
は
郵
送
で
、
所
定
の
様
式
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、教
育
総
務
課
（
〒
７
５
３

‐
０
０
７
４
中
央
五
丁
目
14
‐
22
）
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
５
９

消
費
生
活
相
談
員
募
集

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
、
消
費

生
活
に
関
す
る
相
談
・
啓
発
業
務
を
行
う

相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
任
用
期
間 

４
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日
（
更
新

あ
り
） 
▼
応
募
資
格 

パ
ソ
コ
ン
操
作
に
慣

れ
て
お
り
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ

Ｔ
限
定
可
）
を
取
得
し
て
い
る
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
…
消
費

生
活
相
談
員
、
消
費
生
活
専
門
相
談
員
、

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
消
費
生
活

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
を
有
す
る
方
／

消
費
者
問
題
に
関
心
が
あ
り
、
採
用
後
に

右
記
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
方 

▼
定

員 

１
人
程
度 

▼
時
給 

１
０
８
８
円
か
ら

（
昇
給
、
期
末
手
当
等
あ
り
） 

問問
申申

 

１
月

26
日
（
金
）
ま
で
に
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
２
６

山
口
市
障
が
い
福
祉
施
策
懇
話
会

委
員
の
募
集

　

障
が
い
福
祉
施
策
の
進
捗
状
況
お
よ

び
見
直
し
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

幅
広
い
意
見
を
伺
う
た
め
、「
山
口
市
障

が
い
福
祉
施
策
懇
話
会
」
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。
会
議
録
と
委
員
名
簿
は
原
則
公

開
し
ま
す
。 

▼
任
期 

令
和
６
年
４
月
～

令
和
９
年
３
月
（
予
定
） 

▼
対
象 

平
日

の
日
中
に
開
催
す
る
年
１
～
３
回
程
度

の
会
議
に
出
席
で
き
る
満
18
歳
以
上
の

市
民
（
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議

員
、
常
勤
の
公
務
員
は
除
く
） 

▼
募
集
人

数 

若
干
名 

問問
申申

 

２
月
９
日
（
金・必
着
）

ま
で
に
、持
参
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
、
〒
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
応
募
の
動

機
と
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
の
提
言

（
８
０
０
字
以
内
）
を
、
障
が
い
福
祉
課

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
９
４

０
８
３

‐
９
３
４
‐
４
１
４
２

syougai@
city.

yam
aguchi.lg.jp

市
民
対
象
の
弁
護
士

無
料
法
律
相
談

　
法
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
困
り
ご
と

に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
内
容
は
初
め
て
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
相
談
時
間
は
15
分
程
度
で
す
。

相
談
内
容
に
関
す
る
書
類
等
が
あ
れ
ば

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
日
時 

１
月
31

日
（
水
）
13
時
30
分
～
16
時 

▼
場
所 

男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
中
央
二
丁
目
５

‐
１
）
※
会
場
は
２
階
で
す
。
２
階
へ
の

移
動
が
困
難
な
場
合
は
、
予
約
時
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。 
▼
対
象 
市
民
先
着
20
人

（
要
予
約
）

問問
申申

 

１
月
25
日
（
木
）
～
30

日
（
火
）
に
、
電
話
で
、
市
民
相
談
室
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
８
６

消
防
団
員
募
集

　
消
防
団
で
は
、
普
段
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

に
就
い
て
い
る
人
や
学
生
、
主
婦
が
、
火

災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
時
に
自
分
た
ち

の
地
域
を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
平
時
に
お
い
て
も
、

災
害
に
備
え
て
の
訓
練

や
火
災
予
防
広
報
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。 

▼
消

防
団
員
の
身
分 

非
常
勤

特
別
職
の
地
方
公
務
員 

▼
入
団
資
格 

市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
18
歳
以
上
の
方 

▼
主
な
待
遇 

年
報
酬
・
出
動
手
当
等
の
支

給
、
活
動
服
な
ど
の
貸
与
、
公
務
災
害
補

償
制
度 

問問
申申

 

消
防
本
部
警
防
課
☎

０
８
３
‐
９
３
２
‐
２
２
０
２

予
備
自
衛
官
補

（
一
般
・
技
能
）
募
集

▼
試
験
日 

４
月
中
旬
（
予
定
） 

▼
受
験
資

格 

一
般
…
令
和
６
年
７
月
１
日
時
点
で
18

歳
以
上
34
歳
未
満
の
者
、
技
能
…
令
和
６

年
７
月
１
日
時
点
で
18
歳
以
上
か
つ
国
家

免
許
資
格
等
を
有
す
る
者
（
国
家
免
許
資

格
等
は
指
定
あ
り
） 

問問
申申

 

４
月
上
旬
（
予

定
）
ま
で
に
、
自
衛
隊
山
口
募
集
案
内
所

（
中
央
四
丁
目
４
‐
12
）
☎
０
８
３
‐

９
２
５
‐
８
２
３
１ 

※
申
し
込
み
期
限
と

試
験
日
は
、
決
ま
り
次
第
、
自
衛
隊
山
口

地
方
協
力
本
部
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

産
業

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

ふ
る
さ
と
山
口
企
業

合
同
就
職
フ
ェ
ア

　
令
和
６
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・
専
修

学
校
等
の
卒
業
予
定
者
や
求
職
中
の
方
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
、
就
職
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
日
時 

１
月
29
日

（
月
）
10
時
～
12
時
30
分
、
13
時
30
分
～

16
時 

▼
場
所 

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

（
小
郡
黄
金
町
１
‐
１
） 

▼
内
容 

参
加
企

業
の
採
用
担
当
者
と
学
生
や
求
職
中
の
方

と
の
面
談 

▼
参
加
企
業
数 

午
前
・
午
後

そ
れ
ぞ
れ
58
社
（
参
加
企
業
入
替
制
） 

問問 

山
口
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
７
６
‐
１
１
４
５

ふ
る
さ
と
山
口

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

▼
日
時
・
場
所 

①
２
月
16
日
（
金
）
12

時
～
16
時
…
山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル（
小

郡
黄
金
町
１
‐
１
）、②
２
月
22
日
（
木
）

10
時
～
15
時
30
分
…
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
） 

▼
内
容 

県
内
企
業
担
当
者
に

よ
る
業
界
・
企
業
説
明 

▼
対
象 

令
和
７

年
３
月
以
降
に
大
学
・
短
大
・
高
専
・

専
修
学
校
等
を
卒
業
予
定
の
学
生
（
大

学
の
場
合
１
～
３
年
生
） 

▼
参
加
企
業
数 

①
60
社
、
②
１
０
０
社
程
度 

問問 

山
口

し
ご
と
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
７
６
‐

１
１
４
５

や
ま
ぐ
ち
農
林
業

新
規
就
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

▼
日
時 

１
月
28
日
（
日
）
12
時
30
分
～

16
時 

▼
場
所 

山
口
県
農
林
総
合
技
術

セ
ン
タ
ー
（
防
府
市
牟
礼
１
０
３
１
８
） 

▼
内
容 

意
欲
あ
る
農
林
業
の
担
い
手
の

確
保
の
た
め
、
就
業
希
望
者
に
対
し
て

農
林
業
へ
の
就
業
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り

や
研
修
制
度
等
の
情
報
提
供
（
オ
ン
ラ

イ
ン
相
談
会
も
同
時
開
催
）
▼
対
象 

農

林
業
へ
の
就
業
を
希
望
す
る
方
、
始
め

た
い
方
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
、
農

大
生
・
高
校
生
と
そ
の
家
族
な
ど 

※
開

催
状
況
等
は
公
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照 

問問
申申

 

下
の
二
次
元
コ
ー
ド

で
、
公
益
財
団
法
人
や
ま
ぐ

ち
農
林
振
興
公
社
☎
０
８
３

‐
５
２
８
‐
７
５
９
８

潜
在
保
育
士
応
援
講
座

　
保
育
士
の
資
格
を

生
か
し
て
働
き
ま
せ

ん
か
。 

▼
日
時 

１
月

25
日
（
木
）
10
時
～

11
時
30
分 

▼
内
容 

保
育
士
資
格
を
持
っ

て
い
る
が
保
育
士
と
し
て
働
い
た
こ
と

が
な
い
方
や
、
以
前
は
保
育
園
で
働
い

て
い
た
が
現
在
は
働
い
て
い
な
い
方
が

抱
く
、
保
育
士
の
働
き
方
や
就
職
へ
の

不
安
、
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。 

▼

対
象 

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方
（
保

母
資
格
も
可
）
20
人
程
度 

▼
託
児 

な

し
（
お
子
さ
ん
の
同
伴
可
） 

問問
申申
所所

 
や
ま
ぐ
ち
子
育
て
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
旭
通
り
一
丁
目
６
‐
19
山
口
保
育
園

２
階
）
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐

０
８
５
５

就
活
に
役
立
つ
適
職
診
断

　

職
種
選
び
の
参
考
に
適
職
診
断
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
（
個
人
情
報
厳
守
）。 

▼
日
時 

１
月
25
日
（
木
）、
２
月
８
日

（
木
）
10
時
、
10
時
30
分
、
11
時
、
11
時

30
分
（
要
予
約
） 

▼
場
所 

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
山
口
（
神
田
町
１
‐
75
） 

▼
対
象 

49

歳
ま
で
の
就
活
中
の
方 

問問
申申

 

電
話
ま
た
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
で
、
ほ
う
ふ
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
８
３
５
‐

２
８
‐
３
８
０
８

職
業
訓
練
生
の
募
集

【
一
般
事
務
・
Ｉ
Ｔ
活
用
科
】 

▼
訓
練
期
間 

３
月
13
日
（
水
）
～
８
月
９
日
（
金
） 

▼
取
得
可
能
資
格 

Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
、

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
文
書
処
理
技
能
認
定
試
験
２

級
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
表
計
算
処
理
技
能
認

定
試
験
２
級
、
日
商
簿
記
３
級
（
任
意
） 

▼
対
象 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
申
し
込

み
を
行
い
、
受
講
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
た
方
（
お
お
む
ね
55
歳
未
満
の
方
） 

▼
料
金 

無
料
（
教
科
書
代
・
検
定
代
等

は
別
途
必
要
）

問問
申申

 

２
月
21
日
（
水
）

ま
で
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
山
口
（
神
田

町
１
‐
75
）
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐

０
０
４
３
（
部
門
コ
ー
ド
43
＃
）

リサイクルプラザ
2月のアイデア講座

●時間　10 時 〜 12 時　 ●料金　無料（材料費実費）
講 座 名 期　日

モチーフ編み（3D ミニマフラー）2 日（金）、16 日（金）

布ぞうり 3 日（土）、10 日（土）、
17 日（土）

卓上手織りをたのしむ 
（カード織り）※ 1 ※ 2 8 日（木）、22 日（木）

かんたんリフォーム
（セーターから手さげ袋） 9 日（金）、16 日（金）

ワークショップ（さき織り）※ 3 15 日（木）

モラ「着物のモチーフ」 20 日（火）

つまみ細工（うさぎの姫だるま） 20 日（火）、27 日（火）
和服に親しむ

（卒園卒業・入園入学の着付け） 21 日（水）

※ 1…受講期間は 3 カ月。新規受付不可
※ 2…13 時～ 15 時
※ 3…2 月 1 日（木）から電話受付 6 人
【おもちゃの病院受付】2 月 11 日（日）10 時～ 11 時
30 分　※ 2 月はフリーマーケットはお休みです。

　やまぐちエコ倶楽部（大内御堀 10489-8）☎ 083-
927-7122 ※持参品等詳細は、☎ または     【山口市リ
サイクルプラザ】で検索

問問 募
集
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ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口

受
講
生
募
集

　

職
業
訓
練
の
受
講
に
よ
り
、
再
就
職

に
有
利
な
技
能
・
技
術
を
身
に
付
け
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
支
援
し
ま

す
。 

▼
募
集
科 
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
技
術
科
、

金
属
加
工
科
、
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

科 

▼
受
講
期
間 

３
月
１
日
（
金
）
～
８

月
29
日
（
木
） 

▼
対
象 
求
職
中
の
方
、

求
職
予
定
の
方 

▼
入
所
選
考
日 
２
月
17

日
（
土
） 

▼
料
金 

無
料
（
教
科
書
、
作

業
帽
代
等
は
別
途
要
） 

問問
所所

 

２
月
８
日

（
木
）
ま
で
に
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山

口
（
矢
原
１
２
８
４
‐
１
）
☎
０
８
３

‐
９
２
２
‐
２
１
４
３

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
説
明
・
入
会
手
続
会

▼
日
時 

①
２
月
13
日
（
火
）、
②
３
月

12
日
（
火
）
13
時
30
分
～
15
時 

▼
場
所 

①
山
口
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ザ
（
上
竪
小
路

89
‐
１
）、
②
小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
小
郡
下
郷
１
４
４
０
‐
１
） 

▼
対
象 

市

内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く

意
欲
が
あ
る
方 

▼
持
参
品 

年
度
会
費
、

山
口
銀
行
口
座
番
号 

問問 

山
口
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
２
４

‐
５
３
９
６

気
づ
き
×
行
動

仕
事
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー

　
仕
事
に
お
け
る〝
気
づ
き
〟と〝
行
動
〟

の
重
要
さ
か
ら
、
仕
事
を
自
分
ご
と
と

し
て
捉
え
、
主
体
性
を
持
っ
て
完
遂
す

る
行
動
習
慣
を
学
び
ま
す
。 

▼
日
時 

2
月
8
日
（
木
）
13
時
30
分
～
16
時
▼

場
所 

山
口
商
工
会
議
所
５
階
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
（
中
市
町
１
‐
10
）
▼
内

容 

気
づ
く
力
を
身
に
つ
け
る
体
験
ワ
ー

ク
、
仕
事
が
楽
し
く
な
る
習
慣
術
等 

▼

対
象 

入
社
後
お
お
む
ね
５
年
以
内
の
方

30
人
（
５
年
を
超
え
る
方
も
参
加
可
能
） 

▼
講
師 

三
宅
哲
之
氏
（
株
式
会
社
は
れ

ぼ
し
代
表
取
締
役
）  

問問
申申

 

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
で
、
山

口
商
工
会
議
所
広
域
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
７
２
‐
０
０
７
５

山
口
県
最
低
賃
金
の
改
正

　
県
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
（
令
和
5
年
12
月
15
日
発

効
）。
な
お
、
県
最
低
賃
金
は
９
２
８
円

で
す
（
令
和
5
年
10
月
1
日
発
効
）。

問問 

山
口
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室 

☎

０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
７
２

オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
の
症
状
を
疑
似
体
験
し
、
本

人
視
点
に
立
つ
こ
と
で
、
認
知
症
へ
の

理
解
を
深
め
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、
認
知
症
カ
フ
ェ
等
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
▼
日
時 

2
月
29
日
（
木
）
①
9
時

30
分
～
12
時
、
②
13
時
30
分
～
16
時 

▼

場
所 

小
郡
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
内
容 

Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
／

仮
想
現
実
）
に
よ
る
認
知
症
体
験
、
認

知
症
カ
フ
ェ
等
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動（
参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

等
）
に
つ
い
て 

▼
対
象 

認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
済
み
の
方
（
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
・
バ
ッ
ジ
を
お
持
ち
の

方
）
各
回
先
着
30
人 

問問
申申

 

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
で
、
高

齢
福
祉
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
５
８

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
ぽ
ぽ
ら
講
座

【
教
え
て
！
在
宅
ワ
ー
ク
先
輩
！
＆
Ｃ
ａ

ｎ
ｖ
ａ
活
用
術
】
働
き
方
の
ひ
と
つ
の

選
択
肢
で
あ
る
在
宅
ワ
ー
ク
を
始
め
る

と
き
の
ポ
イ
ン
ト
と
、
在
宅
ワ
ー
ク
で

講
座

山口情報芸術センタースタジオC
一般1,300円／any会員・25歳以下・65歳以上・
障がい者と同行の介助者800円

場所

井伏鱒二の同名小
説の映画化で、岩
国、 山 口、 萩 等、
西日本で撮影され
た 庶 民 生 活 の 哀
歓 を 描 い た コ メ
ディー。亡くなっ

たアパートの主人の代わりに、踏み倒された
部屋代を集金することを任された住民の旗良
平（佐田啓二）と同行する千代（岡田茉利子）
が繰り広げる中国、四国への珍道中。（1957
年／監督：中村登）

料金

上映日時

1 月

17 日 ( 水 )10:30、18 日 ( 木 )10:30、
19 日 ( 金 )10:30、20 日 ( 土 )10:30、
21 日 ( 日 )12:30、24 日 ( 水 )12:25、
25 日 ( 木 )12:25、26 日 ( 金 )12:25、
27 日 ( 土 )14:40、28 日 ( 日 )14:40

山口情報芸術センター［YCAM］
（中園町7-7）☎083-901-2222

集金旅行

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

中原中也記念館は、2 月 18 日
（日）に開館 30 周年を迎えます。
2 月 18 日（日）は、記念館の
入館を無料とし、来館者へノベ
ルティをプレゼントします。さらに、「T シャ
ツデザインコンテスト」の入選作品発表や、
中也の出発点であった短歌に触れていただく
公開講演を行います。

中原中也記念館開館
30周年イベント

使
え
る
ツ
ー
ル
「
Ｃ
ａ
ｎ
ｖ
ａ
」
の
活

用
術
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。 

▼
日

時 

2
月
17
日
（
土
）
10
時
～
12
時 

▼
場

所 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
中
央
二

丁
目
5
‐
1
） 

▼
定
員 

50
人
（
会
場
先

着
30
人
、 

オ
ン
ラ
イ
ン
先
着
20
人
） 

▼

講
師 

池
田
恭
子
氏
（
ｋき
っ

か

け

ｉ
ｋ
ｋ
ａ
ｋ
ｅ

代
表
・
き
っ
か
け
ね
っ
と
代
表
） 

▼
託

児 

2
月
9
日
（
金
）
ま
で
に
要
申
し
込

み 

問問
申申

 

電
話
ま
た
は
左
の
二
次
元

コ
ー
ド
で
、
ｋき

っ

か

け

ｉ
ｋ
ｋ
ａ
ｋ
ｅ

０
５
０
‐
５
６
０
４
‐

７
２
２
５

市
民
講
座

「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
」

【
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
…
人
間
中
心
の
未

来
社
会
を
目
指
し
て
】 

▼
日
時 

２
月
10
日

（
土
）
14
時
～
15
時
30
分 

▼
場
所 

サ
ン

フ
レ
ッ
シ
ュ
山
口
（
湯
田
温
泉
五
丁
目

５
‐
22
） 

▼
内
容 

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0

と
は
何
か
、
Ａ
Ｉ
が
導
く
未
来
社
会
の

仕
組
み
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
我

が
国
が
目
指
す
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
本

市
に
お
け
る
取
り
組
み
を
や
さ
し
く
紹

介
し
ま
す
。
人
間
中
心
の
未
来
社
会
を

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
中
学
生
や
高

校
生
も
大
歓
迎
で
す
。 

▼
定
員 

先
着
30

人 

▼
講
師 

山
口
真
悟
氏
（
山
口
大
学
情

報
・
デ
ー
タ
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
長
） 

問問
申申

 

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま

た
は
電
話
で
、
社
会
教
育
課

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
６
５

太
陽
光
発
電
講
座

ミ
ニ
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
工
作
教
室

　

一
人
一
人
が
で
き
る
地
域
脱
炭
素
の

取
り
組
み
の
一
つ
が
、
太
陽
光
発
電
の

活
用
で
す
。
地
球
環
境
の
現
状
に
目
を

向
け
な
が
ら
、
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
日
時 

2
月
17

日
（
土
）
10
時
～
12
時 

▼
場
所 

大
歳
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
内
容 

地
球
温
暖
化

の
現
状
・
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
の
講

演
、
ミ
ニ
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
工
作 

▼
対
象 

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
以
上
先
着
20

人
（
小
学
生
は
要
保
護
者
同
伴
） 

▼
講

師 

今
村
主
税
氏
（
山
口
県
立
大
学
看
護

栄
養
学
部
准
教
授
）、津
田
龍
春
氏（（
株
）

エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ュ
ン
） 

問問
申申

 

2
月
12
日

（
月
・
休
）
ま
で
に
、
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
で
、
温
暖
化
と

め
る
っ
ち
ゃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
ま
ぐ
ち
事
務
局
（
環
境
政
策
課
内
）

☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐
２
１
８
１　

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
教
室

【
①
個
人
講
習
】
自
治
会
の
会
計
報
告
や
書

類
作
成
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
こ
と

を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。 

▼
日

時 

1
月
19
日
（
金
）、
2
月
2
日
（
金
）

10
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
14
時
30
分 

▼

場
所 

山
口
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ザ
（
上
竪
小
路

89
‐
1
） 

▼
料
金 

1
８
０
０
円 

▼
持
参
品 

パ
ソ
コ
ン
（
貸
し
出
し
可
、
別
途
２
０
０

円
）【
②
訪
問
講
習
】
講
師
が
ご
希
望
の
日

時
に
自
宅
に
訪
問
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
確
定

申
告
）
の
利
用
方
法
や
事
前
設
定
を
、マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し
ま
す
。 

▼
料
金　

１
８
０
０
円 
▼
持
参
品 

パ
ソ
コ
ン
（
貸

し
出
し
可
、別
途
２
０
０
円
）、ス
マ
ホ 【
③

小
郡
パ
ソ
コ
ン
ア
ド
バ
イ
ス
】 
自
治
会
の
会

計
報
告
や
書
類
作
成
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
に

関
す
る
こ
と
を
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
し

ま
す
。
▼
日
時 

1
月
24
日
（
水
）、
2
月

7
日
（
水
）
10
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～

14
時
30
分 

▼
場
所 

小
郡
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

▼
料
金 

1
８
０
０
円 

▼
持
参
品 

パ

ソ
コ
ン
（
貸
し
出
し
可
、
別
途
２
０
０
円
） 

問問
申申

 

①
②
山
口
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐
５
３
９
６
、

③
山
口
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
小
郡

☎
０
８
３
‐
９
７
６
‐
１
１
７
０

働
く
婦
人
の
家
講
座

【
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
講
座
】 

▼
期
日 

3

月
3
日
（
日
）
▼
時
間
・
内
容　

①
9

時
45
分
～
11
時
15
分
…
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
変

わ
っ
た
日
常
生
活
、
②
11
時
20
分
～
12

時
30
分
…
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
品
を
使
っ

て
、
香
辛
料
か
ら
作
る
本
格
ネ
パ
ー
ル

野
菜
カ
レ
ー
と
飲
み
物（
お
菓
子
付
き
）、

③
12
時
45
分
～
14
時
…
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
品
に
つ
い
て
の
話
と
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
品
の
ビ
ー
ズ
で
作
る
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト 

▼
対
象 

先
着
20
人
（
①
～
③
全
て
受
講

の
方
が
優
先
） 

▼
講
師 

①
富
本
幾
文
氏

（
山
口
大
学
経
済
学
部
教
授
（
特
命
）・

国
際
連
携
担
当
副
学
長
補
佐
）、
②
③
松

業種 時間額

鉄鋼業、非鉄金属製錬・精製
業、非鉄金属・同合金圧延業、
非鉄金属素形材製造業

1,064 円

電子部品・デバイス・電子回
路、電気機械器具、情報通信
機械器具製造業

986 円

輸送用機械器具製造業 1,036 円

百貨店、総合スーパー 948 円

Ⓒ 1957 松竹株式会社

中原中也記念館（湯田温泉一丁目 11-
　　  21）☎ 083-932-6430

問問所所申申

公開講演
「中原中也をはじめとする詩人たちの短歌」

■日時　2 月 18 日（日）
　　　　14 時～ 15 時
■場所　湯田温泉ユウベル
　　　　ホテル松政（湯田
　　　　温泉三丁目 5-8）
■講師　穂村弘氏（歌人）
■料金　無料（要事前申込）穂村弘氏
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浦
和
子
氏
（
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
雑
貨
＆

カ
フ
ェ
ス
ー
ク
オ
ー
ナ
ー
） 

▼
料
金 

１
5
０
０
円 

問問
申申
所所

 

開
催
日
の
1
週

間
前
ま
で
に
、
来
所
ま
た
は
往
復
ハ
ガ

キ
で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
の

有
無
、託
児
の
有
無（
生
後
６
カ
月
以
上
、

1
講
座
に
つ
き
４
０
０
円
）、電
話
番
号
、

講
座
名
を
明
記
の
上
、
働
く
婦
人
の
家

（
〒
７
５
３
‐
０
０
５
６
湯
田
温
泉
五
丁

目
１
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐

１
９
２
９

山
口
ユ
ネ
ス
コ
協
会
公
開
講
座

【
世
界
の
諸
情
勢
を
中
心
と
し
た
日
英
比

較
】
▼
日
時 

1
月
27
日
（
土
）
10
時
～

11
時
30
分 

▼
場
所 

湯
田
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
▼
内
容 

「
日
常
生
活
」
か
ら
「
世

界
情
勢
の
捉
え
方
」
ま
で
、
日
本
と
英

国
の
類
似
点
と
相
違
点
を
学
び
ま
す
。 

▼
定
員 

先
着
50
人 

▼
講
師 

セ
ネ
ッ
ク
・

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
氏
（
山
口
大
学
教
育
学

部
講
師
） 

問問
申申

 

山
口
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事

務
局
（
社
会
教
育
課
内
）
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
８
６
５

あ
ぐ
ま
る
や
ま
ぐ
ち

　

市
内
産
農
林
水
産
物
と
市
民
の
皆
さ

ん
を
つ
な
ぐ
直
売
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
、

あ
ぐ
ま
る
や
ま
ぐ
ち
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
友
だ
ち
登
録
は
右
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
）
で
発
信
中
で
す
。 

▼
日

時
・
場
所 

１
月
20
日
（
土
）
11
時
～
15

時
…
新
山
口
駅
南
北
自
由
通
路
、
１
月

28
日
（
日
）
11
時
～
14
時
…
中
市
商
店

街
、
2
月
17
日
（
土
）
10
時
～
14
時
…

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル 

問問 

農
業
振
興

課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
１
４

あ
そ
べ
る
図
書
館

関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

2
月
25
日

（
日
）
ま
で
開

催
中
の
展
覧
会

「
あ
そ
べ
る
図

書
館
」
に
関
連

し
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
知
識
と
ア

イ
デ
ア
を
持
つ

ゲ
ス
ト
が
、
レ

ク
チ
ャ
ー
形
式

で
参
加
者
と
共
に
考
え
る
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
。【
一
緒
に
考
え
る
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ 

ｖ
ｏ
ｌ
．
６
】 
▼
日
時  

1
月

27
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分 
▼
内
容 

ア
ー
ト
の
「
価
値
」
を
理
解
す
る 
▼
講

師 

ジ
ョ
ン
・
バ
ー
ン
氏
（
リ
バ
プ
ー
ル
・

ジ
ョ
ン
・
ム
ー
ア
大
学
研
究
員
） 【
一
緒

に
考
え
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

ｖ
ｏ
ｌ
．
７
】 

▼
日
時  

2
月
3
日
（
土
）
14
時
～
15

時
30
分 

▼
内
容 

ア
ー
ト
は
全
て
の
人

の
た
め
‐
表
現
の
た
め
の
ア
ク
セ
ス
可

能
な
場
を
創
る 

▼
講
師 

堀
内
奈
穂
子

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｉ
Ｔ
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
） 

◆
い
ず
れ
も 

▼
場
所 

山
口
情
報

芸
術
セ
ン
タ
ー
ホ
ワ
イ
エ 

問問 

山
口
情

報
芸
術
セ
ン
タ
ー
［
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
］
☎

０
８
３
‐
９
０
１
‐
２
２
２
２

れ
き
み
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー

　
毎
月
第
3
日
曜
は
、
れ
き
み
ん
フ
ァ
ミ

リ
ー
デ
ー
。
子
ど
も
向
け
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
や
昔
の
く
ら
し
を
体
験
で
き
ま

す
。 

▼
日
時 

1
月
21
日
（
日
）
10
時
～

12
時
、
13
時
～
15
時
▼
内
容 

お
正
月
あ
そ

び 

問問
所所

 

歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
８
３
‐

９
２
４
‐
７
０
０
１

企
画
展
「
萬
代
家
と
山
口
の
歴
史
」

▼
期
間 

４
月
１
日
（
月
）
ま
で 

▼
内
容 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、
江

戸
時
代
か
ら
山
口
の
町
で
醤
油
醸
造
業
を

営
ん
で
き
た
萬
代
家
の
歴
史
を
振
り
返
り

ま
す
。 

問問
所所

 

十
朋
亭
維
新
館
（
下
竪
小

路
１
１
２
）
☎
０
８
３
‐
９
０
２
‐

１
６
８
８

阿
知
須
の
ひ
な
も
ん
ま
つ
り

▼
日
時 

２
月
８
日（
木
）～
12
日（
月・休
） 

9
時
30
分
～
15
時
30
分 

▼
場
所 

山
口
県

央
商
工
会
阿
知
須
支
所
周
辺
、
阿
知
須
商

店
街
、
い
ぐ
ら
造
り
の
街
並
み
周
辺 

▼
内

容 
い
ぐ
ら
造
り
の
街
並
み
と
商
店
街
に
お

い
て
、
地
域
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら
既

存
店
舗
や
空
き
店
舗
、
民
家
、
公
民
館
等

に
阿
知
須
の
「
ひ
な
も
ん
」、
和
紙
人
形
、

絵
手
紙
、
手
作
り
小
物
等
の
手
作
り
ア
ー

ト
作
品
を
展
示
し
ま
す
。 

問問 

山
口
県
央

商
工
会
阿
知
須
支
所
☎
０
８
３
６
‐
６
５

‐
２
１
２
９

椎
茸
原
木
の
菌
打
ち
体
験

▼
日
時 

2
月
29
日
（
木
）
9
時
30
分
～
12

時 

▼
内
容 

椎
茸
栽
培
の
基
本
知
識
と
菌

打
ち
作
業
体
験　
（
菌
打
ち
し
た
原
木
は

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
） 

▼
定
員 

30

人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

▼
講
師 

松
原
近
志
氏
（
山
口
県
椎
茸
農
業
協
同
組

合
組
合
長
） 

▼
料
金 

５
０
０
円
（
椎
茸
原

木
代
含
む
） 

問問
申申
所所

 

1
月
31
日
（
水
・

必
着
）
ま
で
に
、
官
製
ハ
ガ
キ
（
１
枚
に

つ
き
１
人
）
で
、
〒
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
山
口
森
林
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
〒
７
５
３
‐
０
２
１
１

大
内
長
野
１
９
７
８
）
☎
０
８
３
‐

９
２
７
‐
２
０
３
９

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

▼
日
時 

２
月
18
日

（
日
）
９
時 

▼
場
所 

山

口
南
総
合
セ
ン
タ
ー 

▼
種
別 

①
男
子
の
部
、

②
女
子
の
部
、
③
混
合

の
部
、
④
山
口
２
部
（
初
級
者
） 

▼
対
象 

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
４
人
以
上

で
編
成
し
た
チ
ー
ム 

▼
料
金 

１
チ
ー
ム

２
０
０
０
円 

問問      

申申

 

２
月
９
日
（
金
）
ま

で
に
、
山
口
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
藤
村

さ
ん
☎
０
８
３
‐
９
３
２
‐
７
５
５
０

山
口
市
川
柳
大
会

▼
日
時 

２
月
25
日
（
日
）
13
時
～
15
時
45

分
（
12
時
～
12
時
40
分
受
付
） 

▼
場
所 

大

殿
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
課
題 

６
課
題

子
育
て
各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

の
所
在
・
連
絡
先
は

20
ペ
ー
ジ
下
参
照

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

「
憧
れ
る
」、「
ア
レ
」、「
沸
騰
」、「
推
す
」、

「
頂
く
」、「
穿
く
（
は
く
）」
に
つ
い
て
、

各
２
句
投
句
（
投
句
用
紙
は
当
日
受
付
で

配
布
）※
自
作
の
未
発
表
句
に
限
り
ま
す
。 

※
病
気
療
養
中
な
ど
当
日
参
加
が
困
難
な

方
に
限
り
、
特
例
投
句
と
し
て
事
前
投
句

を
受
け
付
け
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
料
金 

５
０
０
円 

問問
申申

 

２
月
15
日
（
木
）

ま
で
に
、
電
話
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い

ず
れ
か
で
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
、

山
口
川
柳
吟
社
西
田
義
舟
さ
ん（
〒
７
５
３

‐
０
２
１
４
大
内
御
堀
二
丁
目
７
‐
18
）

☎

 

０
８
３
‐
９
２
４
‐
２
３
１
５

産
前
産
後
期
間
の

国
民
健
康
保
険
料
を
軽
減
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
出
産
さ

れ
る
場
合
に
、
産
前
産
後
期
間
相
当
分
の

保
険
料
（
所
得
割
と
均
等
割
）
を
軽
減
し

ま
す
。
※
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
原

則
と
し
て
世
帯
主
か
ら
の
届
出
が
必
要
で

す
。 

▼
対
象
期
間 

出
産
予
定
日
ま
た
は

出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月

間
。
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日

ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
カ
月
前

か
ら
６
カ
月
間
。
※
令
和
５
年
12
月
以
前

の
保
険
料
は
対
象
期
間
に
含
ま
れ
ま
せ

ん
。
※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）

以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。 

▼
対
象 

国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
出
産
予
定

日
ま
た
は
出
産
日
が
令
和
５
年
11
月
１
日

以
降
の
方 

▼
必
要
書
類 

母
子
健
康
手
帳

な
ど
出
産
さ
れ
る
方
と
出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
、
単
胎
ま
た
は
多
胎
妊
娠
の
別

を
確
認
で
き
る
書
類 

※
被
保
険
者
と
子
が

別
世
帯
で
、
出
産
後
に
届
出
す
る
場
合
は
、

出
生
証
明
書
な
ど
の
出
産
日
と
親
子
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

問問
申申

 

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
、

保
険
年
金
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
０
２

家
族
応
援
講
座

「
パ
パ
マ
マ
学
級
」

　
自
分
ら
し
い
子
育
て
や
新
し
い
夫
婦
関

係
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。 

▼
日
時 

2
月
25
日
（
日
） 

13
時
30
分
～

15
時
30
分
（
13
時
開
場
） 

▼
内
容 

夫
婦

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
「
自
分
ら
し

い
子
育
て
」「
理
想
の
わ
が
家
」
に
つ
い

て
、
考
え
る
講
座 

※
赤
ち
ゃ
ん
人
形
で

の
抱
っ
こ
や
お
む
つ
替
え
体
験
も
で
き

ま
す
。 

▼
対
象 

妊
婦
ま
た
は
産
後
半
年

未
満
の
産
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
25
組

50
人 

▼
講
師 

田
中
美
賀
子
氏
、
竹
内
博

士
氏
（
日
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

協
会
） 

▼
持
参
品 

母
子
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具 

問問
申申
所所

 

1
月
15
日
（
月
）
か
ら
、

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
、

保
健
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
保
健
課
）

離
乳
食
ス
タ
ー
ト
講
座（
山
口
）

　
こ
れ
か
ら
離
乳
食
を
始
め
る
方
に
お
す

す
め
の
講
座
で
す
。 

▼
日
時 

2
月
6
日

（
火
） 

10
時
～
11
時
30
分 

▼
内
容 

離
乳
食

の
基
本
に
関
す
る
講
話
と
、
成
長
に
合
わ

せ
た
食
材
ご
と
の
調
理
の
仕
方
な
ど
、
簡

単
な
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。 

▼
対
象 

生
後
4
～
6
カ
月
児
の
保
護
者
先
着
30
人 

※
第
一
子
を
子
育
て
中
の
方
を
優
先 

▼
持

参
品 

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具 

▼
託
児 

要
申
し
込
み 

（
お
子
さ
ん

と
一
緒
の
受
講
不
可
） 

問問
申申
所所

  

1
月
15

日
（
月
）
か
ら
、子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
や

ま
こ
こ
」
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て

保
健
課
）

離
乳
食
づ
く
り
講
座
（
山
口
）

　
こ
れ
か
ら
３
回
食
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
方
へ

お
す
す
め
の
講
座
で
す
。

親
子
で
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し

ま
す
。 

▼
日
時 

3
月
5
日
（
火
） 

10
時
～

11
時
30
分 

▼
内
容 

離
乳
食
づ
く
り
の
講

話
と
、
簡
単
な
レ
シ
ピ
で
調
理
実
習
を
行

い
ま
す
。
▼
対
象 

生
後
8
～
10
カ
月
児
の

保
護
者
先
着
30
人 

▼
持
参
品 

エ
プ
ロ
ン
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具 

▼
託
児 

要

申
し
込
み 

（
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
受
講
不

可
） 

問問
申申
所所

 

1
月
15
日
（
月
）
か
ら
、

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
、

保
健
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
保
健
課
）

幼
児
食
講
座
（
山
口
）

　
お
子
さ
ん
の
成
長
に
合
わ
せ
た
幼
児
食

の
進
め
方
や
、
こ
の
時
期
に
多
い
食
事
の

悩
み
に
つ
い
て
、
調
理
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
て
お
伝
え
し
ま
す
。 

▼
日
時 

2
月
27
日
（
火
） 

10
時
～
11
時
30

分 
▼
内
容 

幼
児
食
づ
く
り
の
講
話
と
、

簡
単
な
レ
シ
ピ
で
調
理
実
習
を
行
い
ま

す
。 
▼
対
象 
1
～
3
歳
児
の
保
護
者
先

着
30
人 

▼
持
参
品 

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具 
▼
託
児 

要
申
し
込

み 

（
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
受
講
不
可
） 

問問
申申
所所

 

1
月
15
日
（
月
）
か
ら
、
子
育

て
支
援
ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
、
保
健

セ
ン
タ
ー
（
子
育
て
保
健
課
）

小
児
救
急
講
座
「
病
気
の
と
き
の

ホ
ー
ム
ケ
ア
」（
小
郡
）

▼
日
時 

２
月
22
日
（
木
）
14
時
～
15

時
30
分 

▼
内
容 

小
児
科
医
に
よ
る
子

ど
も
の
ホ
ー
ム
ケ
ア
に
関
す
る
講
話 

▼
対
象 

乳
幼
児
の
保
護
者
先
着
30
人 

▼
講
師 

濱
本
史
明
氏
（
は
ま
も
と
小

児
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
） 

▼
託
児  

要
申

し
込
み
（
生
後
３
カ
月
児
以
上
、
お
子

さ
ん
と
一
緒
の
受
講
不
可
） 

問問
申申
所所

 

１
月
10
日
（
水
）
か
ら
、
子
育
て
支
援

ア
プ
リ
「
や
ま
こ
こ
」
で
、
小
郡
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

子
そ
だ
て
マ
ナ
ビ
ィ

【
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム　
親
と
し
て

ど
う
向
き
合
う
？
～
意
外
と
知
ら
な
い
子

ど
も
の
世
界
～
】 

▼
日
時 

2
月
6
日（
火
）

10
時
～
12
時 

▼
場
所 

小
郡
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
小
郡
下
郷
１
４
４
０
‐
１
） 

▼
内
容 

子
ど
も
を
ネ
ッ
ト
の
危
険
か
ら

守
る
方
法
や
ネ
ッ
ト
と
の
上
手
な
付
き

合
い
方
、
依
存
に
陥
ら
な
い
た
め
に
親

が
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

イ
ベ
ン
ト

あそべる図書館の様子　撮影：谷康弘



20市報やまぐち　2024年（令和6年）1月合併号21 市報やまぐち　2024年（令和6年）1月合併号21

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所所 問問申申

ま
し
ょ
う
。 

▼
対
象 

小
・
中
学
生
の
保

護
者
30
人
程
度
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
） 

▼
講
師 

岡
村
真
紀
氏
（
高
嶺

病
院
精
神
保
健
福
祉
士
） 

▼
持
参
品 

筆

記
用
具 
▼
託
児 

要
申
し
込
み 

問問
申申

 

1

月
19
日
（
金
）
ま
で
に
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
）

ま
た
は
電
話
で
、
社
会
教
育

課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐

２
８
６
６

令
和
５
年
秋
開
始
接
種 

は

お
済
み
で
す
か

　
９
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
「
令
和
５
年
秋
開
始
接
種
」
は
、

期
間
中
、
１
人
に
つ
き
１
回
の
接
種
が
可

能
で
す
。
接
種
が
お
済
み
で
な
い
方
で
、

接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
早
め
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
を
無
料
で
接
種
で
き
る
の
は
、

３
月
31
日
（
日
）
ま
で
で
す
。 

※
接
種
券

が
お
手
元
に
な
い
方
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
）、「
山

口
市
接
種
予
約
・
相
談
セ
ン

タ
ー
」
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
※
接
種
を
受
け
る
方
に
は
、
予
防
接

種
に
よ
る
感
染
症
予
防
の
効
果
と
副
反
応

の
リ
ス
ク
の
双
方
に
つ
い
て
理
解
し
た
上

で
、
自
ら
の
意
思
で
接
種
を
受
け
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
受
け
ら
れ
る
方
の
同
意

な
く
、
接
種
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

問問 

山
口
市
接
種
予
約
・
相
談
セ
ン

タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
７
６
‐
６
４
２
０（
平

日
９
時
～
17
時
、
多
言
語
対
応
）
※
聴
覚

に
障
が
い
の
あ
る
方
は

０
８
３
‐

９
２
１
‐
２
６
７
２

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

【
今
か
ら
始
め
る
！
高
血
圧
対
策
】
▼
日
時 

2
月
7
日
（
水
）
13
時
～
15
時
、8
日
（
木
）

9
時
～
11
時 

▼
内
容 

血
管
年
齢
測
定
、
体

組
成
測
定
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ

る
健
康
相
談
、
健
康
マ
メ
知
識
コ
ー
ナ
ー

（
減
塩
だ
け
じ
ゃ
な
い
高
血
圧
予
防
の
食

事
）
な
ど 

▼
対
象 

市
民
で
健
康
づ
く
り
に

関
心
の
あ
る
方
、
健
康
診
査
結
果
に
つ
い

て
相
談
の
あ
る
方
な
ど 

▼
持
参
品 

各
種
健

康
診
査
結
果
（
お
持
ち
の
方
） 

▼
参
加
に
あ

た
っ
て
の
注
意
事
項 

体
組
成
測
定
を
希
望

す
る
方
は
、
裸
足
に
な
れ
る
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。 
※
体
調
の
悪
い
方
は
、
参

加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

問問
所所

 

保
健
セ
ン

タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

動
脈
硬
化
予
防
教
室

　

動
脈
硬
化
予
防
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
今
日
か
ら
実
践
で
き
る
食
生
活
や
運

動
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。 
▼

日
時 

①
1
月
25
日
（
木
）
14
時
～
16
時
、 

②
30
日
（
火
）
10
時
～
12
時 

▼
場
所 

秋

穂
保
健
セ
ン
タ
ー
（
秋
穂
東
６
５
７
０
） 

▼
内
容
・
講
師 

①
講
話
「
ス
ト
ッ
プ
！

動
脈
硬
化
～
よ
り
楽
し
く
生
活
す
る
た
め

に
～
」
…
増
田
恭
孝
氏
（
ま
す
だ
内
科
循

環
器
科
院
長
）、
②
講
話
と
実
技
「
血
管
い

き
い
き
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
…
鈴
木
英
明
氏

（
健
康
運
動
指
導
士
）、
講
話
「
血
管
を
強

く
す
る
食
事
」
…
市
管
理
栄
養
士 

※
血

管
年
齢
測
定
と
体
組
成
測
定
あ
り
（
希
望

者
） 

▼
対
象 

市
民
各
回
先
着
40
人 

▼
持

参
品
等 

筆
記
用
具
、
②
は
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
運
動
の
で
き
る
服
装
、
運

動
靴 

問問
申申

 

下
の
二
次
元
コ
ー

ド
で
、
小
郡
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー若

い
世
代
の
健
康
づ
く
り
教
室

　
息
抜
き
で
き
る
時
間
を
つ
く
り
た
い
方

や
便
秘
に
お
悩
み
の
方
は
必
見
。
美
し
く

な
る
た
め
の
運
動
と
食
事
の
コ
ツ
を
学
び

ま
せ
ん
か
。 

▼
日
時 

2
月
20
日
（
火
）
10

時
～
11
時
30
分
（
９
時
30
分
受
付
開
始
） 

※
体
組
成
測
定
を
行
い
ま
す
の
で
、
早
め

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
内
容 

運
動
編「
体

の
中
か
ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
腸
活
ヨ
ガ
」、

食
事
編
「
美
し
さ
の
秘
訣
！
腸
を
元
気
に

す
る
食
事
」 

▼
対
象 

18
歳
～
40
歳
代
の
市

民
30
人
程
度 

▼
講
師 

沼
良
枝
氏
（
健
康
運

動
実
践
指
導
者
）、
市
管
理
栄
養
士 

▼
持

参
品
等 

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、

動
き
や
す
く
、
裸
足
に
な
れ
る
服
装 

▼
託

児 

要
申
し
込
み
（
先
着
） 

問問
申申
所所

  

2
月

19
日
（
月
）
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
で
、

保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

　
理
想
的
な
身
体
づ
く
り
の
た
め
に
、
若

い
時
期
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
運

動
や
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。 

▼
日
時 

３
月
15
日
（
金
）

10
時
～
12
時
（
９
時
30
分
か
ら
受
付
）　

▼
内
容 

①
運
動
編
「
カ
ラ
ダ
も
コ
コ
ロ
も

整
え
る
お
手
軽
ス
ト
レ
ッ
チ
♪
」
を
テ
ー

マ
に
、
自
宅
で
簡
単
に
取
り
組
め
る
運
動

や
ス
ト
レ
ッ
チ
の
必
要
性
、
ス
ト
レ
ッ
チ

に
よ
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
に
つ
い

て
の
講
話
と
実
技
、
②
栄
養
編
「
お
や
つ

で
美
味
し
く
カ
ル
シ
ウ
ム
」
を
テ
ー
マ
に
、

カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
の
必
要
性
や
意
識
し
て

摂
取
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
、
間
食
の
選

び
方
や
量
な
ど
に
つ
い
て
の
講
話
、
調
理

デ
モ 

▼
対
象 

18
歳
～
40
歳
代
の
市
民
30

人
程
度 

▼
講
師 

①
澄
川
絵
里
奈
氏
（
健

康
運
動
指
導
士
）、
②
市
管
理
栄
養
士 

▼

託
児 

要
申
し
込
み
（
先
着
順
） 

▼
持
参
品

等 

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
筆
記
用

具
、
動
き
や
す
い
服
装
、
裸
足
に
な
り
や

す
い
服
装
（
体
組
成
測
定
を
希
望
す
る

方
）、託
児
に
必
要
な
も
の
（
ご
希
望
の
方
） 

問問
申申
所所

 

電
話
ま
た
は
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
で
、
小
郡
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー

◇保健センター
　糸米二丁目 6-6
　・健康増進課 ☎ 083-921-2666
　・子育て保健課 ☎ 083-921-7085
◇小郡保健福祉センター
　小郡下郷 609-5
　☎ 083-973-8147
◇徳地保健センター
　徳地堀 1561-1
　☎ 0835-52-1114
◇阿東保健センター
　阿東徳佐中 3382
　☎ 083-956-0993

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

の
所
在
・
連
絡
先

は
ペ
ー
ジ
下
参
照

健
康

※詳細は、各お問い合わせ先へご確認
ください。

圏域の市町におでかけしよう！

圏域 7 市町の
イベント情報

C-ube山陽オートレース本場開催
山陽

小野田 宇部
防府市文化振興財団設立 25 周年
記念事業　バレエ ! バレエ !! バレ
エ !!!　防府公演防府

壮大で華やかなバレエ付き
コンサートが中国地方初上
陸。バレエの名場面を一流
のキャストとオーケストラ
の演奏でお楽しみ下さい。
日時　1月21日（日）15時開演 （14

時開場） 　
場所　三友サルビアホール（緑町

一丁目 9-1）
防府市地域交流センター アスピ

ラート☎ 0835-26-5151　

市内の学生がときわ遊園地を
舞台に文化祭を開催！吹奏楽
やダンスなどのステージイベ
ントやワークショップをお楽
しみいただけます。
日時　1 月 21 日（日）10 時～ 16 時
場所　ときわ遊園地内（則貞三丁目

4-1）
宇部市役所ときわ公園課

　☎ 0836-54-0551

仕事終わりでも楽しめる本
場ナイターを開催します。寒
風吹きすさぶ冬の高速バト
ルをぜひ山陽オートレース
場からお楽しみください。
期間　1 月 17 日 ( 水 ) ～ 19 日 ( 金 )、

26 日 ( 金 ) ～ 28 日 ( 日 )　
山陽オートレース場（大字

埴生 700）☎ 0836-76-1115　 問

「鷗外と俳句 -『小倉日記』
を中心に -」と題して、北
九州市立文学館の今川英子
館長に講演いただきます。
日時　1 月 20 日（土）14 時 30 分～

16 時
定員　40 人

森 鷗 外 記 念 館（ 町 田 イ
238）☎ 0856-72-3210

宝くじおしゃべり音楽館
想い出のスクリーンミュージックポスコン ?!2024 展覧会

鷗外生誕記念講演会　鷗外と
俳句 -『小倉日記』を中心に -美祢 萩 津和野

トーク＆ナビゲーターの春風
亭小朝さん、小原孝さんのピ
アノ、島田歌穂さんの美しい
歌声、指揮藤野浩一さんによ
るおしゃべり音楽館ポップスオーケス
トラの演奏をお楽しみください。
日時　1 月 21 日（日）14 時（13 時開場）
場所　萩市民館大ホール（江向 495-4）

萩市役所文化・生涯学習課
　☎ 0838-25-3511

ポストカードのコンテスト
「ポスコン ?!」。「伝えたい」
ことをハガキサイズで表現し
た応募作品を展示します。
日時　2 月 4 日（日）まで 10 時～

17 時
場所　秋吉台国際芸術村ギャラリー
（秋芳町秋吉 50 ）

秋吉台国際芸術村
　☎ 0837-63-0020

問

問

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

問
問所 申

問所

知れば 、もっと楽しい！

山口市内の映画館の歴史を辿る
　山口市は「日本で数少ない映画館が存在しない
県庁所在地」と言われることがあります。これは

「興行場法」というライブハウスや劇場、映画館な
どの営業について規定する法律に基づいた営業許
可を受けた施設が、現在は存在しないということ
を意味するのですが、実際には YCAM では開館以
来、ミニシアター系の映画を上映しています。「映
画」をきっかけに
メディア・テクノ
ロジーを用いた表
現のエッセンスの
一端に触れられる
よう、古典から最
新作まで幅広い時
代の、さまざまな
ジャンルの映画を
選定し、多くの方
にご来場いただいています。また、上映に合わせて、
監督や出演者らのトークイベント、映画鑑賞に関
するワークショップなども随時開催しています。

　現在開催している展覧会「Afternote 山口市 
映画館の歴史」は、山口市の映画館の歴史を、市
民の記憶と残された資料などの記録を通じてたど
る展覧会です。山口市にはかつては 10 館以上の
映画館が存在していました。展覧会では、地域
に眠る資料や、200 人を超える関係者らのイン
タビューを通じて地域と映画館の関わりについ
て振り返っていきます。会場には、当時のポス
ター、記録写真、印刷物、道具類などの資料と
ともに、映画館の位置を記した地図、年表など
を展示するほか、1929 年に山口市制の施行に合
わせて制作され
た映画「甦生の
大山口」、アー
ティストの志村
信 裕 の 映 像 作
品「Afternote」
を上映していま
す。ぜひご参加
ください。

山口情報芸術センター［YCAM］☎ 083-901-2222問問

見どころガイド vol.8

YCAMの映写室の様子

志村信裕「Afternote」
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人 の う ご き（推計人口）人 の う ご き（推計人口）

上段は令和 5 年 12 月 1 日現在
　　　　　　　　　　　（うち外国人数）

下段は令和 5 年 11 月中の増減

デジタル推進課 ☎ 083-934-2748

190,947 人
（2,156 人）

－ 127 人

88,717 世帯

  － 39 世帯

91,186 人
（1,036 人）

－ 83 人

99,761 人
（1,120 人）

－ 44 人

全体 男 女 世帯
問問

⚠令和 2 年国勢調査確報値を基に算出
した人口を掲載しています。

2月の休日当番医の休日当番医
受診される際は、必ず事前に電話をして、
医療機関の指示に従ってください。

市政情報を
配信中！

右の二次元コー
ドから「友だち
追加」できます。

山口市ＬＩＮＥ公式アカウントで

やまぐちのお医者さんnavi
･･･ 休日当番医や、
市内の医療機関を
検索できます。

休日当番医テレホンサービス ･･･ 録音でご案内しています。電話番号を登録して外出時などにご利用ください。☎ 083-923-5000☎

・ 休 日 当 番 医 は 変 更 す
る場合があります。事
前に各医療機関にご確
認ください。
・ 徳 地 地 域 に つ い て は
「 ふ る さ と と く ぢ 」 を
ご覧ください。

土曜当番医
●時間／ 19 時 〜 22 時

　昼休み時間については、各医療機関にお問い合わせください。
内科系 外科系 阿東地域

内・内外科 小児科 内科系 外科系 内科系 外科系

4
日

田村医院
（葵一）

083-922-7527

かく脳神経外科
クリニック

（泉町）
083-920-1001

澤田医院
（阿東地福上）
083-952-0302

まつお
小児科医院

（維新公園五）
083-924-4970

河端内科医院
（小郡下郷）

083-972-3820

ひろなか内科
循環器科
（阿知須）

0836-66-1550

小川整形外科
（嘉川）

083-988-1010

3
日

ハートクリニック
南山口
（深溝）

083-988-3333

さっか整形外科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-8888

11
日

まえだ
循環器内科

（緑町）
083-921-7722

三の宮ふくだ
クリニック
（三の宮一）

083-901-2525

藤原医院
（阿東生雲中）
083-954-0331

こぐま
診療所

（大内中央二）
083-941-3122

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

10
日

ざいつ内科
クリニック
（小郡明治）

083-976-8475

吉武医院
（秋穂東）

083-984-2330

12
日

おさばファミリー
クリニック
（下小鯖）

083-941-0389

とよた整形外科
クリニック

（大内千坊四）
083-929-3315

澤田医院
（阿東地福上）
083-952-0302

まかたこども
アレルギークリニック

（赤妻町）
083-902-2226

大正通り
クリニック
（小郡明治）

083-902-2037

たむら医院
（江崎）

083-989-4480

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

17
日

田中内科医院
（小郡長谷）

083-972-2325

かむら
クリニック
（小郡下郷）

083-972-2513

18
日

たむら内科医院
（大内長野）

083-941-0167

とりい脳と女性の
クリニック

（大内矢田北六）
083-902-5580

三浦医院
（阿東徳佐中）
083-956-0500

まつお
小児科医院

（維新公園五）
083-924-4970

田辺内科
（小郡新町）

083-973-3778

山口嘉川
クリニック

（嘉川）
083-988-0788

みすみ
クリニック
（小郡明治）

083-972-1003

24
日

いちょうの木
クリニック

（小郡船倉町）
083-976-8331

村田外科
胃腸科

（小郡下郷）
083-972-7100

23
日

なりしげ
循環器内科

（矢原）
083-933-0600

大野整形外科
リウマチ科

（平井）
083-902-8411

原医院
（阿東地福上）
083-952-0308

こぐま
診療所

（大内中央二）
083-941-3122

よしかね
循環器内科
（小郡下郷）

083-973-8181

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

相川医院
（鋳銭司）

083-986-2177

25
日

やまがた循環器
内科クリニック
（大内千坊四）
083-941-2600

坂本整形外科
（円政寺）

083-925-5566

藤原医院
（阿東生雲中）
083-954-0331

こぐま
診療所

（大内中央二）
083-941-3122

小田医院
（小郡黄金町）
083-972-1716

ますだ内科
循環器科

（秋穂二島）
083-987-2002

さっか整形外科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-8888

山口市医師会 

北部地域
●時間／ 8 時 30 分 〜 17 時 30 分 

全域
※二次元コード・
時間は山口市医師会

南部地域
●時間／ 9 時 〜 18 時

吉南医師会 

 日　月　火　水　木　金　土
 ・　・　 ・　・　1　2　3
 4　5　6　7　8　9　10
11　12　13　14　15　16　17
 18　19　20　21　22　23　24
　25　26　27　 28　29　・　・

　　休日・夜間急病診療所
■住所　　　糸米二丁目 6-6
■電話　　　083-925-2266
【内科（高校生以上） ・ 外科】

■診療日時　毎日 19 時 ～ 22 時
※受診される前に、必ず電話をして

ください。

【歯科】

■診療期日　日曜、祝日、12/29~1/3
■診療時間　 9 時 ～ 13 時

　　山口 ･ 防府地域夜間こども急病センター
■住所　　　八幡馬場 53-1
　　　　　　（山口赤十字病院内）
■電話　　　083-921-8025
■診療日時　毎日 19 時 ～ 22 時
■診療科目　小児科（０歳～中学生

の内科的疾患）
※けがや軽いやけどなどは外科で診

療しますので、休日・夜間急病診
療所を受診してください。

※受診される前に、必ず電話をして
ください。

急な病気やケガ等で救急車を呼ぶか
病院に行くか迷ったときは

【小児救急医療電話相談】
■対象　　　子ども（15 歳未満）
■電話　　　♯ 8000 または

　　083-921-2755
■相談日時　毎日 19 時～翌日 8 時
【救急医療電話相談】
■対象　　　大人（15 歳以上）
■電話　　　♯ 7119 または

　　083-921-7119
■相談日時　毎日 24 時間
※相談は、いずれも看護師と医師が対

応します。


